
責　了

横浜開港資料館紀要　第40号（2026年3月）1

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
幕
末
期
の
ア
メ
リ
カ
駐
日
公
使
ロ
バ
ー
ト
・
ヒ
ュ
ー
ソ
ン
・
プ
ラ

イ
ン
（Robert Hewson Pruyn

）
が
本
国
の
妻
に
書
き
送
っ
た
私
的
な
書
簡

等
か
ら
、
一
八
六
二
年
（
文
久
二
年
）
の
江
戸
・
横
浜
の
様
相
を
描
き
出
そ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

筆
者
は
二
〇
〇
九
年
（
平
成
二
一
年
）
九
月
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
オ
ル
バ
ニ
ー
市
（A
lbany

）
の
オ
ル
バ
ニ
ー
歴
史
文
化
研
究
所
（A

lbany 
Institute of History &

 A
rt

）
に
お
い
て
、
同
所
が
所
蔵
す
る
ロ
バ
ー
ト
・

ヒ
ュ
ー
ソ
ン
・
プ
ラ
イ
ン
に
関
す
る
資
料
を
調
査
し
た
。
オ
ル
バ
ニ
ー
は
プ

ラ
イ
ン
の
故
郷
で
あ
る
。
こ
の
ロ
バ
ー
ト
・
ヒ
ュ
ー
ソ
ン
・
プ
ラ
イ
ン
文
書

（Robert Hewson Pruyn Papers

）
は
当
時
日
本
で
は
内
容
が
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
資
料
群
で
あ
っ
た
た
め
、
筆
者
は
「
オ
ル
バ
ニ
ー
歴
史
文
化
研
究

所
蔵
駐
日
米
公
使
プ
ラ
イ
ン
文
書
の
日
本
関
係
資
料
」（『
研
究
紀
要
』〈
港
区

立
港
郷
土
資
料
館
〉
一
二
、二
〇
一
〇
年
）
と
し
て
、
そ
の
資
料
群
の
内
容
を

全
体
的
に
報
告
し
た
。
同
論
文
の
発
表
と
前
後
し
て
、
プ
ラ
イ
ン
文
書
の
英

文
・
和
文
資
料
の
分
析
を
部
分
的
に
進
め
、
そ
の
成
果
の
一
部
は
𠮷
﨑
雅
規

『
幕
末
江
戸
と
外
国
人
』（
同
成
社
、
二
〇
二
〇
年
）
等
に
活
き
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
後
、
二
〇
二
二
年
に
ス
ザ
ン
ナ
・
フ
ェ
ス
ラ
ー
氏
が
、
資
料
群
の

う
ち
日
本
渡
航
期
（
一
八
六
二
～
六
五
年
）
の
プ
ラ
イ
ン
が
妻
に
宛
て
た
手
紙

の
翻
刻
を
成
し
遂
げ
ら
れ
、Susanna Fessler, "The Letters of Robert 

H
ewson P

ruyn"

（East Asian Studies Faculty Scholarship 19. 2022

）

と
し
て
公
開
さ
れ
た
。

　

こ
の
書
簡
全
体
の
日
本
語
訳
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
、
幕
末
維
新
史
の
研
究
者
、

あ
る
い
は
幕
末
史
を
愛
好
す
る
一
般
読
者
に
と
っ
て
有
意
義
な
こ
と
と
思
わ
れ

る
が
、
プ
ラ
イ
ン
の
筆
ま
め
さ
も
あ
っ
て
そ
の
分
量
は
膨
大
で
あ
る
。
ま
た
手

紙
に
は
、
故
郷
オ
ル
バ
ニ
ー
の
知
人
に
関
す
る
情
報
や
、
家
族
内
の
プ
ラ
イ
ベ
ー

駐
日
ア
メ
リ
カ
公
使
の
書
簡
に
み
る
一
八
六
二
年
の

江
戸
・
横
浜　
―
―
ロ
バ
ー
ト
・
ヒ
ュ
ー
ソ
ン
・
プ
ラ
イ
ン
文
書
か
ら
（
一
）

𠮷
﨑
　
雅
規
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ト
な
事
柄
も
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
、
そ
の
あ
た
り
は
日
本
の
読
者
に
は
興
味
が

薄
い
部
分
と
思
わ
れ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
（
連
載
）
で
は
プ
ラ
イ
ン
の
書
簡
か

ら
、
幕
末
期
（
一
八
六
二
～
六
五
年
）
の
江
戸
・
横
浜
の
政
治
・
社
会
・
生
活

の
様
相
が
う
か
が
え
る
記
述
を
事
項
ご
と
に
整
理
し
て
訳
出
し
つ
つ
、
ど
の
よ

う
な
歴
史
的
事
実
が
明
ら
か
に
な
る
の
か
、
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
な
研
究
に
資

す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
。
く
わ
え
て
、
い
く

つ
か
の
事
柄
に
つ
い
て
は
日
米
の
別
の
資
料
と
も
付
き
合
わ
せ
な
が
ら
、
よ
り

正
確
な
歴
史
像
が
詳
ら
か
に
な
る
よ
う
試
み
た
。

　

プ
ラ
イ
ン
は
一
八
六
五
年
四
月
ま
で
日
本
に
滞
在
し
て
手
紙
を
書
き
残
し
て

お
り
、
次
回
以
降
、
一
八
六
三
年
か
ら
六
五
年
ま
で
の
書
簡
に
つ
い
て
も
同
様

に
分
析
を
お
こ
な
う
予
定
で
あ
る
。（

（
（

な
お
、
翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
、
二
〇
〇
九

年
に
オ
ル
バ
ニ
ー
歴
史
文
化
研
究
所
で
調
査
し
た
原
資
料
を
も
と
に
し
た
箇
所

と
、
フ
ェ
ス
ラ
ー
氏
の
翻
刻
に
拠
っ
た
部
分
が
あ
る
。
ま
た
、
引
用
史
料
中
の

（　

）
は
プ
ラ
イ
ン
の
手
紙
に
も
と
も
と
挿
入
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、〔　

〕
内

は
𠮷
﨑
が
補
っ
た
記
述
で
あ
る
。

プ
ラ
イ
ン
の
略
歴

　

史
料
の
書
き
手
、
ロ
バ
ー
ト
・
ヒ
ュ
ー
ソ
ン
・
プ
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
紹
介
し

た
い
。（

（
（

プ
ラ
イ
ン
は
一
八
一
五
年
二
月
一
四
日
に
オ
ル
バ
ニ
ー
に
生
れ
た
。
父

はCasparus F. Pruyn

。
母
はAnne Hewson Pruyn

で
あ
る
。（

（
（

一
八
三
三

年
に
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
（Rutgers' College

）
を
卒
業
し
、
一
八
三
六
年
に

弁
護
士
と
な
っ
た
。
一
八
四
一
年
か
ら
四
六
年
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
知
事
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ス
ワ
ー
ド
（W

illiam Henry Seward, 

一
八
〇
一
～

七
二
）
の
も
と
で
軍
法
務
部
長
（Judge A

dvocate-G
eneral

）
を
つ
と
め
る
。

一
八
四
八
年
か
ら
五
〇
年
ま
で
ホ
イ
ッ
グ
党
（
の
ち
共
和
党
）
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
下
院
議
員
に
選
ば
れ
、
一
八
五
四
年
に
は
下
院
議
長
に
選
出
さ
れ
た
。

　

一
方
で
、
プ
ラ
イ
ン
は
家
業
で
あ
る
オ
ル
バ
ニ
ー
・
ア
イ
ア
ン
・
ア
ン
ド
・

ソ
ー
・
ワ
ー
ク
ス
社
（A

lbany Iron and Saw W
orks

）
の
経
営
に
も
か

か
わ
っ
て
い
る
。（

（
（

一
八
六
二
年
版
の"A

lbany D
irectory" 

に
よ
る
と
、
同

社
は
蒸
気
機
関
・
ボ
イ
ラ
ー
を
主
に
製
造
し
て
お
り
、"Robert H. Pruyn"

と"Chas B. Lansing"

の
名
前
が
添
え
ら
れ
て
い
る
（
代
表
者
の
意
で
あ

ろ
う
）。（

（
（

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ｂ
・
ラ
ン
シ
ン
グ
（Charles Bridgen Lansing, 

一
八
〇
九
～
九
〇
）
は
プ
ラ
イ
ン
の
義
兄
に
あ
た
る
人
物
で
あ
る
。
プ
ラ
イ
ン

の
企
業
経
営
者
と
し
て
の
履
歴
は
日
本
で
さ
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
彼
の

日
本
で
の
行
動
を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。
以
上
、
プ
ラ
イ
ン
は
も
っ
ぱ

ら
オ
ル
バ
ニ
ー
に
お
い
て
法
曹
家
・
地
方
政
治
家
・
実
業
家
と
し
て
キ
ャ
リ
ア

を
積
ん
で
き
た
人
物
で
あ
る
。
同
時
代
の
欧
州
の
外
交
代
表
と
は
異
な
り
、
国

際
的
な
外
交
経
験
が
な
い
点
、「
異
色
」
の
外
交
官
で
あ
っ
た
。

　

一
八
六
一
年
一
〇
月
一
二
日
（
文
久
元
年
九
月
九
日
）、
プ
ラ
イ
ン
は
リ
ン

カ
ー
ン
大
統
領
の
国
務
長
官
と
な
っ
た
ス
ワ
ー
ド
の
推
薦
で
弁
理
公
使
（
駐
在

公
使
、M

inister Resident

）
に
任
命
さ
れ
た
。（

（
（

プ
ラ
イ
ン
は
こ
の
こ
ろ
南

北
戦
争
の
影
響
で
家
業
に
借
金
を
背
負
っ
て
お
り
、
駐
日
公
使
を
請
け
た
理
由

に
彼
自
身
の
経
済
的
な
事
情
が
あ
る
こ
と
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。（

（
（

プ

ラ
イ
ン
は
次
男
ロ
バ
ー
ト
（Robert Clarence, 

通
称
バ
ー
テ
ィ"Bertie", 

一
八
四
七
～
一
九
三
四
）
と
と
も
に
、
一
八
六
二
年
四
月
二
四
日
（
文
久
二
年

三
月
二
六
日
）
に
江
戸
湾
に
到
達
。
二
五
日
午
後
に
横
浜
に
到
着
し
た
。
そ
し
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て
、
四
月
三
〇
日
（
四
月
二
日
）、
プ
ラ
イ
ン
は
横
浜
か
ら
江
戸
に
上
陸
、
ア

メ
リ
カ
公
使
館
の
善
福
寺
に
入
っ
た
。

　

プ
ラ
イ
ン
は
日
本
へ
の
赴
任
に
あ
た
り
、
国
務
長
官
ス
ワ
ー
ド
か
ら
、
南
北

戦
争
下
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
日
本
に
お
け
る
国
家
的
利
益
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
、

ま
た
在
日
西
洋
諸
国
の
外
交
代
表
と
の
親
善
関
係
を
維
持
す
る
よ
う
に
訓
令
を

受
け
て
い
た
。（

（
（

プ
ラ
イ
ン
在
任
期
の
外
交
活
動
は
お
お
む
ね
こ
の
訓
令
に
則
っ

て
お
こ
な
わ
れ
た
。
当
該
期
の
大
き
い
外
交
的
課
題
で
あ
っ
た
両
都
両
港
（
兵

庫
・
新
潟
・
江
戸
・
大
坂
）
開
市
開
港
延
期
問
題
に
あ
た
り
、
欧
米
諸
国
は
そ

の
代
償
と
し
て
輸
入
品
関
税
の
軽
減
を
幕
府
に
要
求
す
る
が
、
プ
ラ
イ
ン
は
そ

の
実
現
の
過
程
で
指
導
的
役
割
を
果
た
し
た
。（

（
（

ま
た
一
八
六
三
年
六
月
（
文
久

三
年
五
月
）、
長
州
藩
の
下
関
外
国
艦
船
砲
撃
事
件
に
対
し
て
他
国
代
表
と
協

調
し
、
一
八
六
四
年
九
月
（
元
治
元
年
八
月
）
の
英
米
仏
蘭
四
国
連
合
艦
隊
下

関
砲
撃
に
積
極
的
に
参
加
し
た
。
そ
の
外
交
活
動
は
研
究
者
の
あ
い
だ
で
は
一

定
の
評
価
を
得
て
い
る
。（

（1
（

　

一
八
六
五
年
四
月
二
八
日
（
慶
応
元
年
四
月
四
日
）、
プ
ラ
イ
ン
は
横
浜
を

発
っ
て
帰
国
の
途
に
つ
き
、
同
年
秋
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
地
を
踏
ん
だ
。
プ
ラ

イ
ン
は
オ
ル
バ
ニ
ー
に
戻
っ
た
が
、
ジ
フ
テ
リ
ア
に
侵
さ
れ
数
年
の
あ
い
だ
諸

活
動
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
八
七
二
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
知
事

に
誘
わ
れ
、
州
の
法
律
を
改
正
す
る
た
め
の
無
党
派
の
委
員
を
つ
と
め
る
。
そ

の
後
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
ト
ラ
ス
ト
社
（M

etropolitan 
Trust Company of N

ew Y
ork

）
の
理
事
、
オ
ル
バ
ニ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
銀
行
（N

ational Commercial Bank of A
lbany

）
の
頭
取

な
ど
を
つ
と
め
、
一
八
八
二
年
二
月
二
六
日
、
オ
ル
バ
ニ
ー
で
死
去
し
た
。

六
七
歳
だ
っ
た
。

プ
ラ
イ
ン
文
書
に
つ
い
て

　

プ
ラ
イ
ン
一
族
は
オ
ル
バ
ニ
ー
で
も
っ
と
も
古
い
オ
ラ
ン
ダ
系
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
オ
ル
バ
ニ
ー
歴
史
文
化
研
究
所
で
は
プ
ラ
イ
ン
一
族

の
う
ち
法
律
家
・
政
治
家John V

an Schaick Lansing Pruyn

と
そ
の
六

子John V
. L. Pruyn Jr.

な
ど
、
一
族
中
の
有
力
者
の
史
料
群
で
あ
る
プ
ラ

イ
ン
家
文
書
（The Pruyn Family Papers, 1679

～1978

）
を
所
蔵
し
て

い
る
。（

（1
（

　

駐
日
公
使
ロ
バ
ー
ト
・
Ｈ
・
プ
ラ
イ
ン
は
ジ
ョ
ン
・
Ｖ
・
Ｌ
・
プ
ラ
イ
ン
・

ジ
ュ
ニ
ア
の
再
従
兄
弟
に
あ
た
り
、
ロ
バ
ー
ト
に
関
す
る
文
書
群
は
プ
ラ
イ

ン
家
文
書
と
は
別
に
ロ
バ
ー
ト
・
ヒ
ュ
ー
ソ
ン
・
プ
ラ
イ
ン
文
書
（Robert 

Hewson Pruyn Papers, 

あ
る
い
はRobert Hewson Pruyn Collection

と
も
呼
称
さ
れ
る
。
資
料
番
号CH532

）
と
し
て
一
括
さ
れ
、
同
所
内

M
cK

inney Library

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
文
書
群
に
は
彼
の
六
七
年
の
全

人
生
及
び
親
族
に
関
わ
る
若
干
の
資
料
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
の
日
本
駐

在
期
に
関
わ
る
資
料
は
プ
ラ
イ
ン
の
関
係
文
書
全
体
の
な
か
で
少
な
く
な
い
量

を
占
め
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
日
本
滞
在
期
に
妻
に
あ
て
た
書
簡
（B2-F13

～22, B3-F1

～2, 

一
八
六
二
年
五
月
～
一
八
六
五
年
）
は
一
六
九
点
に
お
よ

ぶ
。（

（1
（

プ
ラ
イ
ン
の
妻
ジ
ェ
ー
ン
・
ア
ン
・
ラ
ン
シ
ン
グ
・
プ
ラ
イ
ン
（Jane 

A
nne Lansing Pruyn, 

通
称
ジ
ェ
ニ
ー"Jennie", 

一
八
一
一
～
八
六
）
は

G
errit Y

ates Lansing

の
娘
で
あ
る
。
ラ
ン
シ
ン
グ
家
も
オ
ル
バ
ニ
ー
に
お

け
る
有
力
な
旧
家
で
、
以
前
か
ら
プ
ラ
イ
ン
家
と
婚
姻
関
係
を
結
ん
で
い
た
。

　

当
該
時
期
の
日
米
の
政
治
・
外
交
関
係
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ
ン
と
国
務
長
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官
の
公
式
な
往
復
書
簡
が（

（1
（

基
本
史
料
と
な
る
が
、
本
書
簡
に
よ
っ
て
そ
れ
を
補

う
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。（

（1
（

し
か
し
、
プ
ラ
イ
ン
は
政
治
外
交
的
な
事
柄
よ
り

も
、
む
し
ろ
み
ず
か
ら
の
体
験
し
た
横
浜
・
江
戸
の
見
聞
や
、
社
会
生
活
に
つ

い
て
妻
へ
書
き
送
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
幕
末
の
横
浜
・
江
戸
の

都
市
の
情
景
や
社
会
像
を
豊
か
に
再
現
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
　
プ
ラ
イ
ン
の
来
日

江
戸
上
陸

　

プ
ラ
イ
ン
は
一
八
六
二
年
四
月
二
五
日
（
文
久
二
年
三
月
二
七
日
）
に
横
浜

に
到
着
し
、
四
月
三
〇
日
（
和
暦
四
月
二
日
）
の
水
曜
日
に
横
浜
か
ら
江
戸
に

入
っ
た
。
プ
ラ
イ
ン
が
日
本
到
着
後
、
初
め
て
ジ
ェ
ニ
ー
に
手
紙
を
書
い
た
の

は
五
月
三
日
（
和
暦
四
月
五
日
）
の
こ
と
で
、
こ
の
手
紙
で
プ
ラ
イ
ン
は
江
戸

に
初
め
て
上
陸
し
た
と
き
の
も
よ
う
を
妻
に
伝
え
て
い
る
。

　

横
浜
か
ら
江
戸
ま
で
、
プ
ラ
イ
ン
は
蒸
気
ヨ
ッ
ト
・
エ
ン
ペ
ラ
ー

（Emperor

）
に
搭
乗
し
て
移
動
し
た
。
エ
ン
ペ
ラ
ー
は
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

の
日
英
修
好
通
商
条
約
の
締
結
に
あ
た
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
女
王
か
ら
将
軍
へ
の

贈
物
と
い
う
こ
と
で
使
節
エ
ル
ギ
ン
卿
か
ら
幕
府
に
贈
呈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

横
浜
か
ら
江
戸
ま
で
の
海
路
、
エ
ン
ペ
ラ
ー
は
ア
メ
リ
カ
国
旗
を
掲
げ
て
い
た
。

　

上
陸
地
点
で
は
、
大
勢
の
役
人
（offi

cial

）
を
従
え
た
二
名
の
外
国
奉
行

（G
overnors of Foreign A

ffairs

）
が
私
を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
私

た
ち
に
は
乗
物
（norimon

）〔
駕
籠
〕
が
そ
れ
ぞ
れ
一
台
ず
つ
割
り
当

て
ら
れ
、
盛
大
な
行
列
を
な
し
て
公
使
館
ま
で
運
ば
れ
ま
し
た
。
私
の

乗
物
は
約
七
フ
ィ
ー
ト
〔
約
二
メ
ー
ト
ル
強
〕
の
長
さ
、
軽
い
木
製
で
、

故
国
の
軽
快
な
馬
車
（light carriage

）
の
よ
う
に
側
面
に
美
し
い
装

飾
が
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
四
人
の
肩
に
担
が
れ
、〔
担
ぎ
手
は
〕

頻
繁
に
交
代
し
ま
す
。
乗
物
は
、
中
央
部
分
を
越
え
て
〔
前
後
に
〕
伸
び

る
太
い
梁
で
支
え
ら
れ
て
お
り
、
高
位
の
人
物
の
場
合
は
ア
ー
チ
型
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
と
そ
の
長
さ
か
ら
、
乗
っ
て
い
る
人
の
階
級
を

推
測
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
色
か
ら
職
業

を
推
測
で
き
ま
す
。
僧
や
医
師
の
も
の
は
黒
で
す
。（
一
八
六
二
年
五
月

三
日
付
書
簡
）

　

プ
ラ
イ
ン
が
公
使
館
（
麻
布
善
福
寺
）
に
到
着
す
る
と
、
前
任
者
の
タ
ウ
ン

ゼ
ン
ド
・
ハ
リ
ス
（Townsend Harris

）
か
ら
「
心
か
ら
の
歓
迎
」
を
受
け

た
。
そ
の
後
、
別
の
外
国
奉
行
が
プ
ラ
イ
ン
を
迎
え
る
挨
拶
を
お
こ
な
う
た
め

に
来
訪
し
、
日
本
語
と
オ
ラ
ン
ダ
語
で
書
か
れ
た
贈
り
物
の
リ
ス
ト
を
手
渡
し

た
。
贈
り
物
は
、
ア
ヒ
ル
一
〇
羽
、
玉
葱
数
個
、
大
根
、
慈
姑
、
蜜
柑
だ
っ
た

（
五
月
三
日
付
書
簡
）。

老
中
訪
問

　

プ
ラ
イ
ン
は
将
軍
拝
謁
に
先
立
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
老
中
と
の
会
見
の
様
子

も
描
写
し
て
い
る
（
五
月
九
日
付
）。
な
か
で
も
、
こ
の
よ
う
な
儀
礼
的
な
場

面
で
供
さ
れ
た
食
事
の
描
写
は
目
を
惹
く
。
プ
ラ
イ
ン
の
手
紙
で
は
老
中
邸
を

訪
問
し
た
日
付
は
明
確
で
は
な
い
が
、
ス
ワ
ー
ド
国
務
長
官
へ
の
報
告
（
五
月

五
日
付
）
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
五
月
五
日
（
文
久
二
年
四
月
七
日
）
の
こ
と
で
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あ
っ
た
。（

（1
（

訪
問
先
の
老
中
は
安
藤
対
馬
守
信
正
あ
る
い
は
久
世
大
和
守
広
周
と

考
え
ら
れ
る
。

私
た
ち
は
宮
殿
（palace

）
へ
と
堂
々
た
る
行
列
を
作
っ
て
向
か
い
、
大

君
（tycoon
）〔
将
軍
〕
の
住
ま
い
に
隣
接
す
る
区
画
の
中
を
通
っ
て
、

老
中
（minister
）
の
屋
敷
へ
と
入
り
ま
し
た
。
ハ
リ
ス
氏
と
私
は
、
そ

れ
ぞ
れ
長
さ
七
フ
ィ
ー
ト
の
乗
物
に
乗
り
、
ポ
ー
ト
マ
ン
〔A

nton L. 
C. Portman, 

通
訳
〕、
キ
ッ
プ
〔W

illiam Ingraham K
ip, Jr., 

プ
ラ

イ
ン
の
秘
書
〕、
バ
ー
テ
ィ
の
諸
氏
は
、
大
名
が
用
い
る
そ
れ
よ
り
短
い

乗
物
に
乗
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
護
衛
と
従
者
は
約
二
〇
〇
名
で
あ
り
、

約
一
〇
〇
〇
名
が
道
に
列
を
な
し
て
い
ま
し
た
。
宮
殿
に
到
着
す
る
と
、

私
た
ち
は
従
者
の
一
人
が
運
ん
で
き
た
履
物
（pumps

）
を
そ
れ
ぞ
れ
履

き
、
建
物
の
中
に
入
り
ま
し
た
。
片
側
に
は
一
〇
名
の
役
人
（offi

cial

）、

外
国
奉
行
（
町
奉
行
（governors of cities

）
も
兼
ね
る
者
た
ち
）
が

立
っ
て
お
り
、
と
て
も
深
々
と
頭
を
下
げ
ま
し
た
。
会
見
場
で
は
、
二
名

の
若
年
寄
（member of the second council

）
と
と
も
に
老
中
首
座

（chief minister

）
が
立
っ
て
い
ま
し
た
。
部
屋
の
片
側
に
は
五
脚
の
肘

掛
け
椅
子
が
並
べ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
に
は
漆
塗
り
の
机
が
置
か
れ

て
お
り
、
向
か
い
側
に
は
日
本
人
の
た
め
に
三
脚
の
〔
椅
子
が
〕
あ
り

ま
し
た
。
ハ
リ
ス
氏
と
私
が
老
中
た
ち
と
握
手
を
交
わ
し
た
後
、
私
た

ち
は
そ
れ
ら
の
席
に
着
き
ま
し
た
。（
五
月
九
日
付
書
簡
）

　

プ
ラ
イ
ン
と
ハ
リ
ス
が
席
に
つ
く
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
机
に
茶
、
蜜
柑
、
無
花
果
、

そ
し
て
菓
子
が
運
ば
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
軽
食
が
片
付
け
ら
れ
る
と
、
有
名

な
「
粉
末
の
茶
」（powdered tea, 

抹
茶
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の
前
に
運
ば
れ
て

き
た
。
こ
の
日
の
抹
茶
は
日
本
で
は
一
ポ
ン
ド
あ
た
り
八
ド
ル
す
る
も
の
で
あ
っ

た
と
い
う
。
そ
し
て
、
プ
ラ
イ
ン
た
ち
は
、「
濃
く
点
て
ら
れ
た
状
態
で
供
さ
れ
」

た
抹
茶
を
喫
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
膳
が
運
ば
れ
て
き
た
。
内
容
は
茹
で
た
海
老
、
薩
摩
芋
の
小
菓
子
、

そ
し
て
ボ
ロ
ニ
ア
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
輪
切
り
の
よ
う
に
整
形
さ
れ
た
鴨
肉
で
あ

る
。
鴨
肉
の
中
に
は
豆
の
調
味
品
が
詰
め
ら
れ
て
お
り
、
見
た
目
は
「
ボ
ー
ン
・

タ
ー
キ
ー
」（boned turkey, 

骨
な
し
の
七
面
鳥
）
の
よ
う
で
、
な
か
な
か
の

美
味
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
鯛
（tai

）
が
運
ば
れ
き
た
。
プ
ラ
イ
ン
は

鯛
を
日
本
の
ロ
イ
ヤ
ル
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
（royal fish

）
と
評
し
、
ア
メ
リ
カ

の
シ
ー
プ
ス
ヘ
ッ
ド
（sheepshead

）
に
似
て
い
る
と
観
察
し
た
。
鯛
は
「
そ

の
自
然
の
色
で
あ
る
赤
さ
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
う
ま
く
調
理
さ
れ
て
お
り
、

骨
は
す
べ
て
取
り
除
か
れ
て
」
い
た
と
い
う
。
加
え
て
ス
ー
プ
（
汁
物
）
の
椀

が
あ
り
、
銀
の
フ
ォ
ー
ク
と
ナ
イ
フ
も
添
え
ら
れ
て
い
た
。
小
さ
い
膳
に
は
甘

さ
を
加
え
た
酒
（saki

）
と
普
通
の
酒
の
ふ
た
つ
の
デ
キ
ャ
ン
タ
と
、
ふ
た
つ

の
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
が
載
っ
て
い
た
。

　

用
件
が
す
べ
て
済
む
と
、
ハ
リ
ス
へ
の
贈
り
物
が
運
び
込
ま
れ
、
プ
ラ
イ
ン

た
ち
は
日
本
側
の
老
中
た
ち
と
和
や
か
に
談
笑
し
た
。
会
話
は
「
ポ
ー
ト
マ
ン

氏
が
オ
ラ
ン
ダ
語
に
訳
し
、
日
本
側
の
通
訳
が
そ
れ
を
さ
ら
に
日
本
語
へ
と

訳
し
て
伝
え
ま
す
」
と
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
介
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
日
本
側

の
ふ
た
り
の
通
訳
は
日
米
の
席
の
中
間
に
お
り
、
老
中
の
前
に
膝
を
つ
い
て
ひ

か
え
て
い
た
。
老
中
た
ち
は
息
子
の
バ
ー
テ
ィ
を
気
に
入
っ
た
よ
う
で
、
と

て
も
か
っ
こ
い
い
と
言
っ
て
く
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
次
席
老
中
（second 

minister

）
は
、
バ
ー
テ
ィ
の
年
齢
や
プ
ラ
イ
ン
の
家
族
構
成
な
ど
を
尋
ね
た
。
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ひ
と
し
き
り
の
会
話
が
終
わ
る
と
、
プ
ラ
イ
ン
・
ハ
リ
ス
ら
は
老
中
と
握
手
を

交
わ
し
、
さ
ら
に
一
〇
名
の
奉
行
た
ち
と
も
握
手
を
し
た
。
奉
行
た
ち
は
着
席

し
て
い
た
も
の
の
、
軽
食
の
も
て
な
し
は
受
け
て
い
な
か
っ
た
。

　

プ
ラ
イ
ン
は
妻
に
は
そ
の
用
件
を
記
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
日
の
老
中
会
見
で
、

将
軍
徳
川
家
茂
に
信
任
状
を
捧
呈
す
る
た
め
の
日
取
り
の
打
ち
合
わ
せ
が
あ
り
、

「
速
や
か
に
決
定
す
る
」
旨
が
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
。
プ
ラ
イ
ン
は
老
中
た
ち

の
対
応
を
「
誠
実
な
態
度
」
と
評
価
し
、
そ
れ
が
前
任
者
（
ハ
リ
ス
）
の
「
築

き
上
げ
た
友
好
関
係
」
に
よ
る
も
の
と
、
ス
ワ
ー
ド
に
報
告
し
た
の
で
あ
る
。（

（1
（

将
軍
拝
謁

　

プ
ラ
イ
ン
は
一
八
六
二
年
五
月
一
七
日
（
文
久
二
年
四
月
一
九
日
）
に
将
軍

徳
川
家
茂
に
拝
謁
し
、
信
任
状
を
捧
呈
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
プ
ラ
イ

ン
は
妻
に
事
細
か
に
情
景
を
書
き
送
っ
た
（
五
月
二
三
日
付
書
簡
）。
幕
末
の

駐
日
外
交
官
に
よ
る
将
軍
謁
見
に
つ
い
て
は
、
近
年
外
交
儀
礼
の
視
点
か
ら
検

討
が
進
ん
で
い
る
。（

（1
（

手
紙
の
記
述
は
外
交
儀
礼
の
研
究
史
料
と
し
て
も
貴
重
で

あ
ろ
う
。

　

こ
の
日
朝
八
時
に
プ
ラ
イ
ン
た
ち
は
江
戸
城
へ
出
発
し
た
。「
宮
殿
」
は
公

使
館
か
ら
徒
歩
で
一
時
間
の
距
離
で
あ
る
。
ま
ず
、
外
国
奉
行
の
一
人
が
乗
物

で
先
導
す
る
。
そ
の
後
ろ
に
は
随
行
す
る
役
人
一
行
が
付
き
従
っ
て
い
る
。
次

に
大
型
で
絹
製
の
新
し
い
米
国
旗
が
、
そ
し
て
七
フ
ィ
ー
ト
の
乗
物
に
乗
っ
た

プ
ラ
イ
ン
自
身
が
続
き
、
キ
ッ
プ
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
（G

eorge S. Fisher, 

米
国
神
奈
川
領
事
）、
バ
ー
テ
ィ
ー
、
ポ
ー
ト
マ
ン
が
、
そ
れ
ぞ
れ
乗
物
に

乗
っ
て
後
を
追
っ
た
。
行
列
の
前
後
左
右
に
は
従
者
た
ち
が
控
え
、
そ
の
脇
を

二
本
差
し
の
護
衛
た
ち
が
固
め
て
い
た
。
護
衛
も
従
者
も
み
な
、
合
衆
国
の

翼
を
広
げ
た
大
鷲
の
刺
繍
が
施
さ
れ
た
上
着
を
身
に
ま
と
っ
て
い
た
。
く
わ

え
て
、
三
〇
〇
名
の
役
人
（yakunin

）
が
配
置
さ
れ
て
い
た
（
プ
ラ
イ
ン
は

"yakunin"

が"offi
cer"

を
意
味
す
る
と
註
記
す
る
）。
沿
道
に
は
地
区
の
士
官

（offi
cer, 

町
役
人
か
）
や
兵
士
が
向
か
い
合
っ
て
警
備
に
あ
た
っ
て
い
た
。「
私

た
ち
が
町
〔
名
主
の
受
け
持
ち
区
域
〕
に
入
る
た
び
に
、
二
人
の
名
主
が
次
の

門
〔
木
戸
〕
ま
で
同
行
し
た
。
彼
ら
は
地
面
を
杖
で
突
い
て
歩
く
の
だ
が
、
そ

の
杖
の
先
端
に
は
鉄
の
輪
が
取
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、
鋭
く
も
不
快
で
は
な
い

音
を
響
か
せ
て
い
た
」（
五
月
二
三
日
付
書
簡
）。

　

プ
ラ
イ
ン
が
宮
殿
に
到
着
す
る
と
、
一
行
は
駕
籠
か
ら
降
り
た
。
従
者
に
履

物
を
履
か
せ
て
も
ら
っ
て
か
ら
中
に
入
る
と
、
二
、三
〇
名
ほ
ど
の
外
国
奉
行

や
勘
定
奉
行
（G

overnors of Treasury

）
ら
に
出
迎
え
ら
れ
た
。
プ
ラ
イ

ン
は
彼
ら
に
一
礼
し
、
椅
子
の
用
意
の
あ
る
美
し
い
部
屋
に
案
内
さ
れ
、
そ
こ

で
茶
が
振
る
舞
わ
れ
た
。

こ
こ
か
ら
私
は
キ
ッ
プ
氏
と
別
の
部
屋
へ
と
進
み
ま
し
た
。
そ
こ
で
少
し

ば
か
り
待
機
し
た
後
、
私
た
ち
は
大
名
た
ち
（D

aimios

）
が
着
座
し
て

い
る
「
千
畳
の
間
」（room of a thousand mats

）〔
大
広
間
〕
を
通

り
抜
け
、
直
角
に
曲
が
っ
て
、
小
さ
い
三
つ
の
小
部
屋
が
続
く
間
に
入
り

ま
し
た
。
三
番
目
の
部
屋
の
正
面
に
は
、
大
君
（Tycoon

）〔
将
軍
〕
が

一
種
の
玉
座
に
座
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
傍
ら
に
は
数
名
の
護
衛
が
平
伏

し
て
お
り
、
二
番
目
の
部
屋
に
は
老
中
（G

orogio

）
ら
八
名
の
高
官
が

平
伏
し
て
い
ま
す
。
私
は
一
畳
の
幅
が
三
フ
ィ
ー
ト
〔
約
九
〇
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
〕
あ
る
畳
の
二
枚
目
ま
で
進
み
、
一
礼
し
ま
し
た
。
続
い
て
四
枚

目
で
一
礼
、
さ
ら
に
七
枚
目
で
一
礼
し
ま
す
。
そ
の
間
、
外
国
奉
行
の
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一
人
が
私
の
傍
ら
で
膝
を
つ
い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
演
説
を
行
い
、

大
君
が
返
答
を
述
べ
ま
し
た
。
次
に
キ
ッ
プ
氏
が
私
と
同
様
に
一
礼
し

な
が
ら
進
み
出
て
、
絹
で
包
ま
れ
た
大
統
領
親
書
を
私
に
手
渡
し
ま
し
た
。

私
は
そ
れ
を
受
け
取
り
、
頭
上
に
掲
げ
て
か
ら
一
礼
し
、
平
伏
し
て
い
る

奉
行
へ
と
渡
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
君
に
一
礼
し
、
四
枚
目
、
二
枚
目

の
畳
へ
と
後
退
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
礼
し
て
、
謁
見
は
終
了
し
ま
し
た
。

私
は
最
初
に
入
っ
た
二
番
目
の
部
屋
へ
と
導
か
れ
、
そ
こ
か
ら
再
び
「
千

畳
の
間
」
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
老
中
た
ち
が
私
を
迎
え
、
謁

見
が
満
足
の
い
く
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
言
葉
を
か
け
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
互
い
に
厳
か
に
一
礼
し
、
別
方
向
へ
向
き
直
っ
た
後
に
も
う

一
度
礼
を
交
わ
し
て
、
行
事
は
す
べ
て
終
了
し
た
の
で
す
。（
五
月
二
三

日
付
書
簡
）

　

プ
ラ
イ
ン
は
礼
を
す
る
位
置
ま
で
正
確
に
記
録
し
て
い
る
が
、
部
屋
の
入
口

か
ら
の
距
離
、
あ
る
い
は
将
軍
と
の
距
離
は
、
外
交
官
を
遇
す
る
外
交
儀
礼
上
、

重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
公
使
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
の
場
合
は
、
こ
の
位

置
を
め
ぐ
っ
て
幕
府
側
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
生
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
プ
ラ
イ
ン

は
こ
の
信
任
状
捧
呈
の
外
交
儀
礼
に
つ
い
て
、
礼
式
が
満
足
す
べ
き
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
を
本
国
に
報
告
し
た
。（

（1
（

拝
謁
は
滞
り
な
く
終
了
し
た
の
で
あ
る
。

二
　
江
戸
の
公
使
館
と
生
活

公
使
館
善
福
寺

　

プ
ラ
イ
ン
が
江
戸
で
公
使
館
と
し
た
の
は
、
麻
布
の
善
福
寺
（
浄
土
真

宗
）
で
あ
る
。
そ
の
開
創
は
天
長
元
年
（
八
二
四
）。
江
戸
時
代
の
境
内
は

一
万
七
七
七
〇
坪
で
、
一
三
の
子
院
を
抱
え
る
江
戸
で
も
有
数
の
大
寺
院
で
あ
っ

た
。
前
任
（
初
代
）
公
使
の
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ド
・
ハ
リ
ス
が
善
福
寺
に
入
っ
た
の

は
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
六
月
八
日
で
、
本
堂
の
北
側
の
庫
裏
に
公
使
館
が

置
か
れ
た
。
庫
裏
と
は
僧
侶
の
住
居
や
厨
房
の
こ
と
だ
が
、
善
福
寺
の
庫
裏
は

御
殿
の
よ
う
な
立
派
な
体
裁
の
建
物
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
イ
ン
も
日
記
の
記
載
か

ら
考
え
る
と
、
引
き
続
き
庫
裏
を
公
使
館
と
し
て
使
用
し
た
よ
う
で
あ
る
。（

（1
（

　

さ
て
、
プ
ラ
イ
ン
は
善
福
寺
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
観
察
を
し
て
い
る
。

私
た
ち
が
占
有
し
て
い
る
寺
は
、
日
本
中
で
有
名
で
す
。
そ
こ
は
神
聖

な
場
所
で
、
決
し
て
侵
入
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
名
前
は
善
福
寺
（Zenpukuge

）
で
、
真
な
る
幸
福
の
寺
（True 

Happiness

）
と
い
う
意
味
で
す
。
寺
の
名
前
の
最
後
に
は
必
ず
「
ジ
」

（ge

）
が
つ
き
、
実
際
に
寺
と
い
う
意
味
で
す
。
住
職
は
天
皇
（M

ikado

）

の
高
官
（high offi

cer

）
の
末
裔
で
、
こ
の
寺
は
彼
か
ら
拝
領
し
た
も
の

で
す
。
一
日
に
二
枚
の
天
保
銭
（tempo

）〔
天
保
通
宝
、
一
枚
一
〇
〇

文
〕
も
あ
れ
ば
一
人
が
容
易
に
暮
ら
し
て
い
け
る
こ
の
国
に
お
い
て
、

こ
の
寺
の
収
入
は
相
当
な
額
に
の
ぼ
り
ま
す
。
私
は
ポ
ー
ト
マ
ン
氏
か
ら
、

あ
る
帳
簿
係
（bookkeeper

）
の
男
が
、
五
〇
枚
の
一
分
銀
（itzabu

）
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と
い
う
年
収
で
家
賃
を
払
い
、
妻
と
三
人
の
子
供
を
養
っ
て
い
る
、
と

聞
き
ま
し
た
。（
五
月
二
三
日
付
書
簡
）

　

善
福
寺
は
江
戸
の
古
刹
と
し
て
名
高
い
寺
で
あ
っ
た
。
歴
代
の
住
職
は
皇
室
・

公
家
と
関
係
が
深
く
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
一
一
月
、
一
四
代
将
軍
徳
川

家
茂
の
将
軍
宣
下
祝
賀
の
た
め
に
参
府
し
た
近
衛
大
納
言
忠
房
は
善
福
寺
を
旅

館
と
し
て
い
る
（
庫
裏
に
滞
在
し
た
）。（

（2
（

そ
の
よ
う
な
格
式
高
い
寺
に
勤
め
る

僧
は
、
相
当
の
収
入
を
得
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
善
福
寺
の
庭
園
に
つ
い
て
も
描
写
が
あ
る
。
プ
ラ
イ
ン
の
食
堂
は
庭

に
面
し
て
お
り
、
庭
の
池
に
は
一
五
〇
尾
の
金
魚
（gold fish

）
が
泳
い
で
い

た
。
庭
園
に
は
、
撫
子
、
生
苺
、
芥
子
、
金
柑
が
生
っ
て
お
り
、
樹
木
と
し
て

杉
、
桜
、
樅
な
ど
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
善
福
寺
の
敷
地
内
の
他
の
植
生
と
し

て
、
ミ
ル
ト
ス
（
銀
梅
花
）
に
楓
、
松
、
梅
、
椿
、
そ
し
て
ピ
ス
タ
チ
オ
（
栢

木
）、
竹
や
柘
植
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
と
く
に
、
柘
植
は
「
ま
る
で
エ
パ
ー

ン
（epergne

）〔
食
卓
用
の
装
飾
台
〕
の
よ
う
な
形
に
刈
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
」

と
観
察
し
、「
岩
の
間
に
は
躑
躅
な
ど
の
花
々
が
混
じ
り
合
い
、
見
事
な
景
観

を
形
作
っ
て
い
ま
す
」
と
、
そ
の
素
晴
ら
し
い
庭
園
の
景
観
を
賞
賛
し
た
（
五

月
二
三
日
付
書
簡
）。
善
福
寺
の
庭
園
に
つ
い
て
は
、
外
国
人
カ
メ
ラ
マ
ン
が

撮
影
し
て
い
る
例（

（2
（

も
あ
り
、
な
か
な
か
見
事
な
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

善
福
寺
の
警
備

　

プ
ラ
イ
ン
は
善
福
寺
の
警
備
体
制
に
つ
い
て
も
、
詳
し
い
観
察
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。
外
国
公
館
の
警
備
は
幕
府
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。
と
く

に
ヒ
ュ
ー
ス
ケ
ン
暗
殺
事
件
（
一
八
六
一
年
一
月
一
五
日
・
万
延
元
年
一
二
月

五
日
）
以
降
、
英
仏
は
江
戸
の
外
国
人
警
備
強
化
を
求
め
る
。
そ
の
た
め
、
幕

府
は
外
国
公
館
に
厳
重
な
警
備
体
制
を
敷
い
て
い
た
。

公
使
館
は
厳
重
に
警
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
通
り
か
ら
並
木
道
に
沿
っ
て

四
つ
の
番
所
が
あ
り
、
敷
地
の
周
囲
に
は
二
列
の
竹
柵
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
間
に
約
一
五
〇
名
の
兵
士
が
小
さ
な
番
所
を
構
え
、
そ

こ
で
食
事
や
睡
眠
を
と
り
、
昼
夜
を
問
わ
ず
警
備
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

（
五
月
九
日
付
書
簡
）

境
内
の
入
り
口
か
ら
家
の
玄
関
ま
で
の
間
に
は
六
つ
の
番
所
が
あ
り
、

さ
ら
に
小
さ
な
寺
〔
善
福
寺
の
子
院
〕
に
は
政
府
の
吏
僚
（government 

offi
cers

）
用
の
事
務
所
と
役
人
（yakunin

）〔
こ
こ
で
は
外
国
御
用
出

役
の
こ
と
か
〕
の
本
部
が
あ
り
ま
す
。
目
印
の
な
い
者
、
用
件
の
不
明

な
者
は
誰
も
入
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
訪
問
客
と
公
用
で

私
た
ち
が
呼
ん
だ
者
以
外
は
、
家
〔
善
福
寺
〕
か
ら
排
除
す
る
と
い
う

規
則
が
あ
る
た
め
、
持
ち
主
で
あ
る
寺
の
僧
で
さ
え
正
面
玄
関
か
ら
入

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
彼
が
ハ
リ
ス
氏
に
別
れ
を
告
げ
よ
う
と
し
た

際
、
ハ
リ
ス
氏
の
特
別
な
要
請
に
よ
り
政
府
か
ら
立
ち
入
り
を
許
可
さ

れ
、
政
府
か
ら
正
式
な
指
令
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
護
衛
（guard

）
は
、

二
本
差
（two-sworded men

）
で
「
守
」（kami

）
も
し
く
は
騎
士

（knights

）
の
子
弟
で
あ
る
役
人
（yakunin

）
と
、
一
般
の
兵
士
で
あ

る
侍
（Samurai

）
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
者
は
将
軍
（Tycoon

）

に
、
後
者
は
大
名
（D

aimio

）
に
雇
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
数
人
が

こ
の
護
衛
の
補
充
を
担
当
し
て
い
ま
す
。（
五
月
二
三
日
付
書
簡
）
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江
戸
の
外
国
公
館
の
警
備
体
制
は
時
期
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
プ
ラ
イ
ン
の

在
任
期
に
は
、
幕
臣
の
子
弟
か
ら
な
る
外
国
御
用
出
役
（
文
久
三
年
九
月
一
三

日
に
別
手
組
と
改
称
）
と
、
指
定
さ
れ
た
大
名
に
よ
る
警
備
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
た
。
プ
ラ
イ
ン
も
こ
の
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
外
国
御
用

出
役
を
「
役
人
」
と
考
え
、「
侍
」
を
大
名
家
臣
と
す
る
な
ど
、
着
任
間
も
な

い
こ
の
時
点
で
は
、
警
備
陣
・
武
家
に
関
す
る
用
語
・
認
識
に
や
や
誤
り
が

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
日
本
側
の
記
録
（
文
久
三
年
）
に
よ
れ
ば
、
外
国
公
使

が
寺
院
に
滞
在
し
て
い
る
場
合
、
別
手
組
の
警
備
人
員
は
一
〇
〇
名
程
度
で
あ
っ

た
。（

（2
（外

出
時
の
様
相

　

プ
ラ
イ
ン
は
、
善
福
寺
か
ら
江
戸
や
そ
の
郊
外
に
馬
に
乗
っ
て
外
出
す
る
こ

と
が
あ
っ
た
。
プ
ラ
イ
ン
が
来
日
し
た
一
八
六
二
年
は
攘
夷
思
想
が
高
揚
し
て

い
た
時
期
で
、
幕
末
期
の
な
か
で
も
治
安
情
勢
が
特
段
に
悪
か
っ
た
。
そ
の
た

め
、
外
国
人
の
外
出
・
遊
歩
に
は
危
険
が
と
も
な
っ
た
。
し
か
し
、
プ
ラ
イ
ン

は
そ
の
危
険
に
つ
い
て
は
さ
ほ
ど
触
れ
ず
、
外
出
時
の
様
相
を
次
の
よ
う
に
描

写
し
て
い
る
。

私
た
ち
が
馬
で
出
か
け
る
際
は
、
二
八
名
の
役
人
（yakunin

）
が
同
行

し
、
さ
ら
に
そ
の
前
方
に
は
二
二
名
の
別
当
（betto

）
が
先
導
し
ま
す
。

彼
ら
は
鹿
の
よ
う
に
〔
行
列
の
〕
前
方
を
走
り
、
必
要
に
応
じ
て
道
を

あ
け
る
よ
う
声
を
張
り
上
げ
ま
す
。
騎
馬
の
者
も
徒
歩
の
者
も
皆
、
目

上
の
者
が
通
る
前
に
脇
に
寄
っ
て
控
え
ま
す
。
私
た
ち
の
役
人
た
ち
は
、

も
ち
ろ
ん
二
本
差
し
の
侍
た
ち
で
す
。
彼
ら
は
ひ
じ
ょ
う
に
礼
儀
正
し
く
、

細
や
か
に
気
を
配
っ
て
く
れ
ま
す
。（
五
月
九
日
付
書
簡
）

天
気
の
良
い
平
日
は
い
つ
も
馬
で
出
か
け
る
の
で
す
が
、
そ
の
一
行
は

一
見
の
価
値
が
あ
る
「
大
名
行
列
」（cavalcade

）
で
す
。
例
を
挙
げ
ま

し
ょ
う
。
私
が
厩
舎
へ
使
い
を
出
し
、
私
自
身
と
バ
ー
テ
ィ
、
キ
ッ
プ

氏
、
ポ
ー
ト
マ
ン
、
そ
し
て
客
人
の
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
氏
の
分
の
馬
を
用

意
さ
せ
る
よ
う
伝
え
ま
す
。
言
う
の
は
そ
れ
だ
け
で
す
。
い
ざ
出
発
で
す
。

そ
こ
に
は
長
い
馬
の
列
が
で
き
て
い
ま
す
。
護
衛
の
面
々
で
す
。
私
た

ち
が
先
頭
を
切
っ
て
進
む
と
、
私
た
ち
の
す
ぐ
先
、
馬
の
足
元
と
言
っ

て
も
よ
い
ほ
ど
近
い
と
こ
ろ
に
別
当
た
ち
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
彼
ら
は

日
本
特
有
の
、
実
に
風
変
わ
り
な
人
々
で
す
。
私
た
ち
の
馬
に
は
そ
れ

ぞ
れ
一
人
の
別
当
が
つ
き
、
さ
ら
に
護
衛
た
ち
の
た
め
に
一
七
人
の
別

当
が
控
え
て
い
ま
す
。
日
本
で
馬
を
雇
う
際
は
、
必
ず
別
当
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
が
ど
れ
ほ
ど
速
く
走
ら
せ
よ
う
と
も
、
彼
ら
は

つ
い
て
く
る
の
で
す
。
私
は
横
浜
ま
で
の
二
〇
マ
イ
ル
を
、
彼
ら
と
と

も
に
一
度
し
か
休
憩
せ
ず
に
走
り
抜
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
あ
、

出
発
で
す
。
ま
ず
道
を
あ
け
る
た
め
に
叫
び
声
を
あ
げ
る
別
当
た
ち
が

先
行
し
、
次
に
二
名
の
役
人
、
続
い
て
私
と
同
行
者
た
ち
、
そ
の
後
に

三
〇
名
の
役
人
が
続
き
ま
す
。〔
中
略
〕
五
名
の
ア
メ
リ
カ
人
と
三
二
名

の
騎
乗
し
た
役
人
、
そ
し
て
馬
と
同
じ
く
ら
い
足
の
速
い
二
二
人
の
別
当
。

役
人
た
ち
は
常
に
一
列
縦
隊
で
進
む
た
め
、
か
な
り
の
長
さ
の
行
列
に
な
っ

て
い
る
の
が
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
。（
五
月
二
三
日
付
書
簡
）
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プ
ラ
イ
ン
は
、
自
分
た
ち
に
大
げ
さ
な
く
ら
い
多
数
の
護
衛
の
役
人
が
つ
い

た
こ
と
を
、「
大
名
行
列
」
と
皮
肉
っ
て
い
る
。
と
と
も
に
、
自
分
が
安
全
な

保
護
の
も
と
外
出
を
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
を
、
妻
に
伝
え
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
乗
馬
に
同
行
す
る
別
当
（
厩
務
員
）
の
振
る
舞
い
を
日
本
特
有
の

も
の
と
考
え
て
、
そ
の
所
作
を
詳
細
に
観
察
し
て
い
る
の
も
興
味
深
い
。

江
戸
の
地
形
と
自
然

　

プ
ラ
イ
ン
は
江
戸
の
諸
所
を
馬
に
乗
っ
て
散
策
し
、
そ
の
感
想
を
妻
に
伝
え

て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
江
戸
を
全
体
的
に
捉
え
て
い
る
記
述
を
い
く
つ
か
紹
介

し
た
い
。

　

プ
ラ
イ
ン
た
ち
は
、
江
戸
に
到
着
早
々
「
江
戸
の
溢
れ
る
緑
の
小
道
や
野
原
」

の
散
歩
を
楽
し
ん
だ
。
江
戸
の
道
を
進
む
と
「
庭
園
・
寺
院
・
野
原
」
が
交
互

に
あ
ら
わ
れ
、
ま
た
耕
作
地
や
森
も
見
る
こ
と
が
で
き
た
（
五
月
九
日
付
書
簡
）。

こ
の
よ
う
な
緑
豊
か
な
江
戸
に
つ
い
て
、
プ
ラ
イ
ン
は
「
江
戸
は
あ
な
た
が
今

ま
で
想
像
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
場
所
で
す
。
そ
こ
は
、
都
市
と
い
う
よ
り

も
む
し
ろ
、
家
々
が
立
ち
並
ぶ
田
舎
（a country filled with houses
）
で

す
」（
五
月
九
日
付
書
簡
）
と
妻
に
伝
え
、
あ
る
い
は
、「
こ
の
国
に
つ
い
て
、

あ
な
た
に
適
切
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
伝
え
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
江
戸
は
世

界
の
ど
の
都
市
と
も
違
い
ま
す
。
オ
ル
バ
ニ
ー
郡
（county of A

lbany

）
全

体
よ
り
も
多
く
の
木
々
が
あ
り
、
大
き
な
樹
木
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
」（
五

月
二
三
日
付
書
簡
）
と
、
江
戸
を
う
ま
く
形
容
で
き
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
プ
ラ
イ
ン
は
江
戸
を
「
都
市
」
と
「
田
舎
」
が
混
在
す
る
不
思

議
な
都
市
と
捉
え
て
い
た
。
江
戸
の
面
積
の
七
割
を
占
め
る
大
名
屋
敷
に
は
、

そ
の
広
い
敷
地
に
多
く
の
植
生
が
あ
り
、
市
街
地
は
い
つ
の
間
に
か
自
然
豊
か

な
郊
外
に
続
く
。
そ
の
景
観
は
、
世
界
の
ど
の
都
市
に
も
た
と
え
ら
れ
な
い
ユ

ニ
ー
ク
な
姿
に
見
え
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
江
戸
の
地
形
的
特
徴
に
つ
い
て
も
プ
ラ
イ
ン
は
次
の
よ
う
に
指
摘

す
る
。江

戸
〔
の
市
中
〕
で
さ
え
、
地
形
は
ひ
じ
ょ
う
に
起
伏
に
富
ん
で
い
ま
す
。

先
ほ
ど
お
話
し
し
た
広
大
な
市
街
地
の
一
部
は
、
湾
を
埋
め
立
て
て
作

ら
れ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
以
外
の
方
向
に
目
を
向
け
る
と
、
数
多
く
の

丘
に
遮
ら
れ
て
視
界
は
ひ
じ
ょ
う
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
丘

の
上
に
は
、
例
外
な
く
寺
院
や
大
名
（D

aimio

）
の
屋
敷
が
建
っ
て
お
り
、

こ
れ
ま
た
例
外
な
く
巨
大
な
木
々
に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。（
五
月
九
日
付

書
簡
）

こ
の
都
市
は
驚
く
べ
き
起
伏
の
街
で
す
。
丘
は
、
ひ
な
壇
状
に
な
っ
た
り
、

神
社
や
寺
院
の
た
め
に
斜
面
に
切
り
込
ま
れ
た
場
所
が
あ
っ
た
り
は
し
ま

す
が
、
決
し
て
切
り
崩
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
街
路

は
〔
坂
を
〕
上
っ
た
り
下
っ
た
り
し
な
が
ら
何
マ
イ
ル
も
伸
び
て
い
ま
す
。

（
七
月
一
二
日
付
書
簡
）

　

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
は
起
伏
に
富
ん
で
い
な
が
ら
、
そ
の
地
形
を
生
か
し
て

人
々
の
生
活
空
間
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
こ
と
に
、
プ
ラ
イ
ン
は
驚
き
の
眼
を
向

け
て
い
る
。

　

さ
ら
に
郊
外
の
自
然
に
つ
い
て
、
プ
ラ
イ
ン
は
次
の
よ
う
に
記
す
。
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ハ
リ
ス
氏
は
、
主
に
郊
外
へ
と
私
た
ち
を
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
静
か
な
木
陰
道
が
あ
り
、
あ
た
か
も
小
さ
な
田
舎
の
集
落
で
あ

る
か
の
よ
う
に
鄙
び
た
場
所
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
、
周
囲
の
丘
、

谷
、
野
原
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
人
々
が
い
る
の
で
す
。
ど
ん
な
小
さ
な

土
地
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
る
木
が
切
り
倒
さ
れ
る
と
、
ほ
ぼ
例

外
な
く
ま
た
木
が
植
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、
私
が
見
た
限
り
で
は
、

こ
の
島
〔
日
本
〕
は
ど
こ
に
目
を
配
っ
て
も
ひ
じ
ょ
う
に
美
し
い
樹
木
で

覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
土
地
の
半
分
は
森
林
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。

木
々
は
巨
大
な
高
さ
ま
で
成
長
し
て
い
ま
す
。（
五
月
九
日
付
書
簡
）

　

プ
ラ
イ
ン
は
こ
の
よ
う
に
自
然
に
あ
ふ
れ
た
江
戸
の
光
景
に
つ
い
て
、
つ
い

に
は
神
が
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
の
た
め
に
作
っ
た
楽
園
で
あ
る
エ
デ
ン
に
な
ぞ
ら
え
た
。

今
日
、
屋
外
で
は
椿
（Japonica

）
が
咲
き
、
薔
薇
や
菊
、
そ
し
て
緑
の

野
原
や
木
々
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
楽
園
で
あ
り
、

完
璧
な
庭
園
で
す
。
も
し
私
た
ち
の
最
初
の
親
〔
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
〕
が

呪
い
を
受
け
た
際
、
エ
デ
ン
が
こ
の
地
に
位
置
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ

と
す
れ
ば
、
こ
の
原
始
の
故
郷
〔
エ
デ
ン
〕
の
美
し
さ
は
す
べ
て
、
こ

の
地
球
の
最
果
て
の
島
〔
日
本
〕
へ
と
移
さ
れ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

（
一
一
月
三
〇
日
付
書
簡
）

　

と
こ
ろ
で
、
プ
ラ
イ
ン
は
江
戸
と
日
本
の
人
口
に
つ
い
て
も
情
報
を
集
め
て

い
る
が
、
確
実
な
情
報
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
ま
ず

ハ
リ
ス
か
ら
、「
ハ
リ
ス
氏
は
、
都
市
全
体
の
人
口
を
二
〇
〇
万
人
、
帝
国
全

体
の
人
口
を
四
〇
〇
〇
万
人
か
ら
六
〇
〇
〇
万
人
と
推
定
し
て
い
ま
す
」（
五

月
九
日
付
書
簡
）
と
の
情
報
を
聞
き
、
さ
ら
に
、「
人
口
に
つ
い
て
は
様
々
な

意
見
が
あ
り
ま
す
。
江
戸
の
人
口
を
四
〇
〇
万
人
と
す
る
人
も
い
ま
す
が
、

一
〇
〇
万
人
を
下
回
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
帝
国
〔
の
人
口
〕
は

六
〇
〇
〇
万
人
〔
と
の
意
見
も
あ
る
が
〕、
三
〇
〇
〇
万
人
か
ら
三
五
〇
〇
万

人
を
下
回
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」（
七
月
一
二
日
付
書
簡
）
と
の
推
定
も
伝

え
て
い
る
。

御
殿
山
の
ア
メ
リ
カ
公
使
館

　

御
殿
山
の
外
国
公
使
館
の
予
定
地
の
様
相
を
記
し
て
い
る
の
も
興
味
深
い
。

幕
府
は
江
戸
の
外
国
公
館
が
寺
院
に
散
在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
公
館
を

一
ヶ
所
に
ま
と
め
る
こ
と
を
企
図
。
そ
の
用
地
と
し
て
品
川
宿
付
近
の
御
殿
山

を
選
定
し
、
一
部
公
使
館
の
建
設
を
開
始
す
る
。
し
か
し
、
文
久
二
年
一
二
月

一
二
日
、
長
州
藩
士
高
杉
晋
作
・
伊
藤
博
文
・
井
上
馨
ら
が
そ
の
イ
ギ
リ
ス
公

使
館
部
分
に
放
火
し
、
同
館
は
焼
亡
。
そ
の
後
、
御
殿
山
を
公
使
館
用
地
と
し

て
使
用
す
る
計
画
は
白
紙
と
な
っ
た
。
実
際
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た

御
殿
山
に
つ
い
て
の
情
報
は
乏
し
い
た
め
、
プ
ラ
イ
ン
の
手
紙
の
記
載
は
重
要

な
証
言
と
な
る
。（

（2
（

三
日
目
、
私
た
ち
は
〔
各
国
の
〕
公
使
館
が
設
置
さ
れ
る
予
定
の
横

浜
〔
誤
り
〕
へ
と
馬
で
向
か
い
ま
し
た
。
入
り
江
に
面
し
た
湾
を
見
渡

す
高
台
に
あ
り
、〔
品
川
宿
か
ら
〕
見
上
げ
た
右
側
が
四
エ
ー
カ
ー
〔
約

一
万
六
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
〕
の
ア
メ
リ
カ
の
敷
地
で
す
。
左
側
が

イ
ギ
リ
ス
、
そ
の
後
方
が
フ
ラ
ン
ス
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
敷
地
の
後
方
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が
オ
ラ
ン
ダ
公
使
館
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
四
つ
の
敷
地
の
間
に

は
約
六
〇
エ
ー
カ
ー
の
庭
園
が
あ
り
、
ひ
な
壇
状
に
造
成
さ
れ
、
池
が

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
四
つ
の
公
使
館
す
べ
て
に
共
通
の
遊
歩

庭
園
（pleasure grounds

）
と
な
る
予
定
で
す
。
場
所
は
ひ
じ
ょ
う
に

美
し
く
、
敷
地
は
最
高
の
ス
タ
イ
ル
で
設
計
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
イ

ギ
リ
ス
は
す
で
に
三
万
ド
ル
の
費
用
を
か
け
て
建
物
を
建
設
中
で
す
。

彼
ら
は
一
〇
エ
ー
カ
ー
を
使
用
す
る
予
定
で
す
。
敷
地
全
体
は
、
江
戸

の
郊
外
で
高
位
の
大
名
が
用
い
て
い
る
よ
う
な
防
護
柵
（palisade

）
で

囲
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
外
側
に
は
深
い
空
堀
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
堀

の
外
側
の
土
手
に
生
け
垣
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
内
側
の
土
手
に
も
も

う
一
つ
の
生
け
垣
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
五
月
九
日
付

書
簡
）

　

プ
ラ
イ
ン
は
御
殿
山
の
ア
メ
リ
カ
公
使
館
の
建
物
の
プ
ラ
ン
を
妻
に
送
付
し
、

五
月
九
日
と
五
月
二
六
日
の
書
簡
（
五
月
二
六
日
書
簡
の
宛
先
はM

y D
ear 

W
ife, Sister, and Brother

）
で
そ
の
建
物
の
内
部
構
造
に
つ
い
て
記
し
て

い
る
。（

（2
（

た
だ
し
、
ふ
た
つ
の
書
簡
の
記
述
に
は
重
複
と
差
異
が
あ
る
の
で
、
情

報
を
整
理
し
て
紹
介
す
る
。

　

プ
ラ
イ
ン
は
メ
イ
ン
の
棟
を
五
四
×
六
三
フ
ィ
ー
ト
（
二
六
日
付
書
簡
で

は
七
二
フ
ィ
ー
ト
と
記
す
）
で
造
作
す
る
こ
と
を
考
え
、
そ
こ
に
は
ホ
ー
ル

（
一
八
フ
ィ
ー
ト
の
幅
）、
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
応
接
室
、
オ
フ
ィ
ス
、
寝

室
（
四
部
屋
）
や
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
、
パ
ン
ト
リ
ー
が
配
さ
れ
て
い
た
。
も
う
ひ

と
つ
の
建
物
に
は
居
間
（sitting room

）
と
寝
室
が
あ
り
、
三
つ
目
は
台
所

と
雇
用
人
の
た
め
の
建
物
だ
っ
た
。
各
棟
は
本
館
か
ら
二
〇
フ
ィ
ー
ト
離
れ
て

お
り
、
屋
根
付
き
の
ベ
ラ
ン
ダ
で
結
ば
れ
る
。
そ
の
費
用
を
プ
ラ
イ
ン
は
四
～

五
〇
〇
〇
ド
ル
と
見
積
も
っ
た
。
家
賃
は
六
〇
〇
ド
ル
、
地
代
は
二
〇
〇
ド
ル

と
い
う
。

　

御
殿
山
の
ア
メ
リ
カ
公
使
館
の
敷
地
は
見
晴
ら
し
が
よ
か
っ
た
。「
私
た
ち

の
敷
地
か
ら
は
、
二
〇
マ
イ
ル
離
れ
た
横
浜
港
に
入
港
す
る
船
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
五
つ
の
港
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
、
ひ
じ
ょ
う
に
美
し
い
立
地
で

す
」（
五
月
二
六
日
付
書
簡
）。
プ
ラ
イ
ン
は
「
ス
ー
〔
ジ
ェ
ニ
ー
の
妹Susan 

Y
ates Lansing

〕
と
ジ
ェ
ニ
ー
、
小
さ
な
チ
ャ
ー
リ
ー
〔
プ
ラ
イ
ン
と
ジ
ェ

ニ
ー
の
末
子Charles Lansing Pruyn. 

愛
称Charlie

〕、
そ
し
て
運
動
に

来
る
他
の
子
供
た
ち
に
と
っ
て
美
し
い
公
園
に
な
る
で
し
ょ
う
し
、
み
ん
な
に

小
さ
な
ポ
ニ
ー
を
飼
わ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
冗
談
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」（
五

月
二
六
日
付
書
簡
）
と
語
っ
た
が
、
親
族
が
来
日
す
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
御

殿
山
が
外
国
公
使
館
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

雇
用
人
と
通
訳

　

プ
ラ
イ
ン
は
公
使
館
で
雇
っ
て
い
た
日
本
人
・
中
国
人
の
使
用
人
に
つ
い
て

も
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
情
報
が
判
明
す
る
の
は
貴
重
で
あ
り
、
こ
こ
で

紹
介
し
て
お
き
た
い
。

私
の
世
帯
（household

）〔
公
使
館
〕
は
一
四
人
の
使
用
人
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
二
人
、
料
理
人
と
洗
濯
係
は
中
国
人
で
し
た
。
彼

ら
は
ハ
リ
ス
氏
の
も
と
で
六
年
間
働
い
て
お
り
、
帰
国
す
る
こ
と
を
切

望
し
て
い
た
の
で
す
。
賃
金
は
そ
れ
ぞ
れ
月
に
二
〇
ド
ル
と
一
四
ド
ル

で
し
た
。
一
二
人
の
日
本
人
使
用
人
は
、
月
に
八
枚
の
一
分
銀
（itzabu

）
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―
三
〇
ド
ル
近
く
―
を
得
て
い
ま
す
。
私
は
日
本
人
の
洗
濯
助
手
を
、

中
国
人
洗
濯
係
の
後
釜
と
し
た
の
で
、
月
々
の
賃
金
を
一
〇
ド
ル
削
減

で
き
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
腕
の
良
い
日
本
人
料
理
人
も
ほ
ぼ
確
保
で

き
そ
う
で
す
。
も
し
彼
が
期
待
に
応
え
ら
れ
る
の
な
ら
、
さ
ら
に
少
な

く
と
も
同
額
〔
一
〇
ド
ル
〕
か
、
お
そ
ら
く
一
五
ド
ル
ほ
ど
賃
金
リ
ス

ト
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
も
っ
と
も
、
し
ば
ら
く

の
間
は
彼
に
さ
ら
な
る
〔
料
理
の
〕
指
導
を
行
う
た
め
、
中
国
人
を
雇

い
続
け
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（
五
月
九
日
付
書
簡
）

　

使
用
人
の
給
与
は
プ
ラ
イ
ン
の
俸
給
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
プ
ラ
イ
ン
は
そ
の
給
与
を
削
減
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
た
。
そ

し
て
、
使
用
人
の
名
前
と
月
給
を
、
プ
ラ
イ
ン
は
五
月
二
三
日
付
書
簡
に
書
き

上
げ
て
い
る
。
そ
れ
を
若
干
体
裁
を
整
除
し
て
紹
介
す
る
。

タ
キ
ソ
ウ
（Takiso

）〔
滝
蔵
〕　　
　
　
　
　
　
執
事
（butler
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
六
〔
枚
の
〕
一
分
銀

ス
コ
ロ
ウ
（Skoro

）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
給
仕
（waiter

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
〔
枚
の
〕
一
分
銀

キ
ン
サ
ブ
ロ
ウ
（K
ingsaboro

）〔
金
三
郎
？
〕　
給
仕
（waiter

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
〔
枚
の
〕
一
分
銀

シ
ン
ジ
ロ
ウ
（Sinjiro

）〔
新
次
郎
？
〕　　
　
　
料
理
人
（cook

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
二
〔
枚
の
〕
一
分
銀

カ
ニ
キ
チ
（K

anikitshi

）〔
兼
吉
？
〕　　
　
　

助
手
（assistant

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
〔
枚
の
〕
一
分
銀

ヒ
ロ
キ
チ
（Hirokitshi

）〔
広
吉
？
〕　　
　
　

 

仕
立
屋
（tailor

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
〔
枚
の
〕
一
分
銀

タ
ン
キ
チ
（Tankitshi

）　　
　
　
　
　
　
　
　

洗
濯
係
（washman

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
〔
枚
の
〕
一
分
銀

マ
ツ
ロ
ウ
（M

atsuro

）〔
松
郎
？
〕　　
　
　
　

助
手
（assistant

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
〔
枚
の
〕
一
分
銀

コ
ー
ス
ケ
（K

ooskay

）〔
幸
助
？
〕　　
　
　
　

浴
室
係
（bathrooms

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
〔
枚
の
〕
一
分
銀

ヒ
キ
チ
（Hikitshi

）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
汲
み
係
（waterman

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
〔
枚
の
〕
一
分
銀

ヨ
ヘ
イ
（Y

oheh

）〔
与
平
？
〕　　
　
　
　
　
　

買
付
係
（comprador

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
〔
枚
の
〕
一
分
銀

す
べ
て
の
買
い
出
し
を
担
当
。（
私
の
金
で
助
手
を
雇
っ
て
い
る
疑
い
が

あ
る
。）

別
当
（bettos

）
二
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
八
〔
枚
の
〕
一
分
銀　
〔
計
〕
一
六
〔
一
分
銀
〕

髪
結
い
（barber

）

全
員
の
髪
を
整
え
、
身
だ
し
な
み
を
保
つ
た
め
に
毎
月
支
払
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

三
〔
枚
の
〕
一
分
銀

　

こ
れ
ら
を
総
計
す
る
と
一
〇
九
枚
の
一
分
銀
、
ド
ル
に
換
算
す
る
と
毎
月

三
六
・
一
／
三
ド
ル
の
出
費
と
な
っ
た
（
五
月
二
三
日
付
書
簡
）。
そ
れ
を
年
間

で
換
算
す
る
と
、
四
三
六
ド
ル
で
あ
る
（
五
月
二
六
日
付
書
簡
）。
ま
た
、
ハ

リ
ス
は
「
自
分
が
騙
さ
れ
て
い
る
」
と
知
り
な
が
ら
、
支
出
に
つ
い
て
二
五
％
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の
上
乗
せ
を
容
認
し
て
い
た
が
、
プ
ラ
イ
ン
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
さ
せ
な
い

と
買
付
係
（comprador

）
に
伝
え
、
週
ご
と
に
精
算
を
お
こ
な
い
、
通
訳
の

ポ
ー
ト
マ
ン
を
通
じ
て
か
か
る
慣
行
を
改
め
て
さ
せ
て
い
た
（
五
月
二
三
日
付

書
簡
）。

　

な
お
、
使
用
人
の
冒
頭
に
執
事
と
し
て
出
て
く
るTakiso

は
村
山
滝
蔵
の

こ
と
と
思
わ
れ
る
。
ハ
リ
ス
が
江
戸
着
任
以
前
に
駐
在
し
て
い
た
下
田
の
領
事

館
時
代
か
ら
ハ
リ
ス
の
使
用
人
と
し
て
働
い
て
い
た
人
物
で
、
プ
ラ
イ
ン
の
帰

国
に
同
行
し
て
渡
米
、
日
本
に
戻
っ
た
後
も
引
き
続
き
江
戸
・
東
京
の
ア
メ
リ

カ
公
使
館
に
勤
務
し
て
い
る
。
滝
蔵
と
と
も
に
西
山
助
蔵
と
い
う
下
田
の
少
年

も
善
福
寺
に
移
り
、
四
代
の
公
使
に
仕
え
て
い
る
。（

（2
（

Skoro

が
助
蔵
を
指
す
の

か
も
し
れ
な
い
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

服
の
仕
立
て
を
担
当
す
る
ヒ
ロ
キ
チ
は
、
ハ
リ
ス
の
た
め
に
良
い
帽
子
（cap

）

を
作
り
、
ポ
ー
ト
マ
ン
に
は
、
フ
ラ
ン
ネ
ル
の
ス
ー
ツ
（flannel suit

）
を
裁

断
し
て
作
っ
た
。
ハ
リ
ス
は
ボ
タ
ン
な
し
の
ズ
ボ
ン
・
シ
ャ
ツ
・
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

も
作
ら
せ
て
お
り
、
そ
の
留
め
具
に
は
象
牙
あ
る
い
は
木
製
の
も
の
を
使
っ

て
い
た
と
い
う
。
プ
ラ
イ
ン
も
ア
メ
リ
カ
製
の
綿
の
綾
織
り
生
地
（cotton 

twills

）
を
購
入
し
て
、
ズ
ボ
ン
を
仕
立
て
て
も
ら
う
こ
と
を
考
え
て
い
た
（
五

月
九
日
付
書
簡
）。

　

日
本
に
お
け
る
洋
裁
の
「
も
の
の
は
じ
め
」
と
し
て
、
横
浜
で
は
ア
メ
リ
カ

人
宣
教
師
が
滞
在
し
た
寺
院
で
働
い
た
足
袋
職
人
が
洋
服
屋
に
転
じ
た
例
な
ど

が
知
ら
れ
て
い
る
が（

（2
（

、
江
戸
で
は
、
外
国
公
館
に
お
い
て
洋
裁
が
日
本
人
に
伝

播
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
西
洋
の
生
活
文
化
が
日
本
に
摂
取
さ
れ
て
い
く
過

程
が
垣
間
見
え
る
。

　

く
わ
え
て
、
プ
ラ
イ
ン
は
通
訳
の
ト
ミ
ー
（Tommy, 

立
石
斧
次
郎
）
に
つ

い
て
も
触
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
立
石

斧
次
郎
は
万
延
元
年
遣
米
使
節
に
通
詞
見
習
と
し
て
参
加
、
そ
の
屈
託
の
な
い

振
る
舞
い
が
ア
メ
リ
カ
人
の
人
気
を
呼
ん
だ
少
年
で
あ
る
。（

（2
（

帰
国
後
は
善
福
寺

の
ア
メ
リ
カ
公
使
館
で
さ
ら
に
英
語
の
修
行
を
積
ん
で
い
た
。

　

斧
次
郎
（O

nigero

）
は
、
プ
ラ
イ
ン
が
公
使
館
と
し
て
使
用
し
て
い
た
庫

裏
に
続
く
建
物
に
起
居
し
て
い
た
。
そ
こ
に
は
斧
次
郎
以
外
に
も
二
名
の
通
訳

生
（student interpreter

）
が
お
り
、
さ
ら
に
は
公
使
館
の
諸
事
を
お
こ
な

う
日
本
人
の
使
用
人
も
こ
の
建
物
に
い
た
（
五
月
二
三
日
付
書
簡
）。
プ
ラ
イ

ン
は
そ
の
斧
次
郎
の
人
柄
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

あ
な
た
は
前
の
手
紙
の
中
で
、
あ
の
過
剰
な
ほ
ど
称
賛
さ
れ
、
そ
し
て
か

な
り
ひ
ど
く
中
傷
さ
れ
た
少
年
ト
ミ
ー
に
つ
い
て
触
れ
、
彼
が
私
の
家
〔
善

福
寺
〕
に
い
る
こ
と
を
残
念
が
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
政
府
が
一
度
彼
を

連
れ
去
っ
た
も
の
の
、
ハ
リ
ス
氏
の
助
言
を
受
け
て
、
私
が
彼
を
呼
び

戻
さ
せ
た
こ
と
を
伝
え
忘
れ
て
い
ま
し
た
。
彼
は
静
か
で
お
と
な
し
い
、

と
て
も
勉
強
熱
心
な
少
年
で
す
。
ワ
イ
ン
や
ア
ル
コ
ー
ル
を
一
滴
も
飲

み
ま
せ
ん
し
、
誰
に
対
し
て
も
こ
の
上
な
く
無
害
で
穏
や
か
で
す
。
異

教
徒
（heathen

）
と
し
て
は
こ
れ
以
上
望
め
な
い
ほ
ど
良
い
人
間
で
す
。

彼
は
、「
遠
ざ
か
っ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
光
景
に
魅
力
を
あ
た
え
る
わ
け

で
は
な
い
」〔
近
く
で
接
し
て
み
る
と
悪
評
と
は
異
な
る
良
い
面
が
見
え

る
〕、（

（2
（

と
い
う
ひ
と
つ
の
事
例
で
す
。（
一
一
月
三
〇
日
付
書
簡
）

　

幕
末
の
通
訳
と
し
て
有
名
な
立
石
斧
次
郎
の
人
物
評
と
し
て
興
味
深
い
。
な

お
、
斧
次
郎
は
プ
ラ
イ
ン
の
離
日
時
に
、
真
情
の
こ
も
っ
た
英
文
の
手
紙
を
プ
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ラ
イ
ン
に
書
い
て
お
り
、
ふ
た
り
の
関
係
性
が
う
か
が
わ
れ
る
。（

（2
（

貨
幣
の
交
換

　

幕
末
の
外
国
人
が
、
日
本
と
外
国
の
金
銀
比
価
の
違
い
を
利
用
し
て
、
洋
銀

を
日
本
の
金
貨
と
交
換
し
、
そ
れ
を
海
外
に
持
ち
出
し
て
多
大
な
利
益
を
得
て

い
た
こ
と
は
、
概
説
的
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
事
柄
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
外
国

公
使
に
は
ま
た
別
の
「
錬
金
術
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
プ
ラ
イ
ン
の
手
紙
か
ら

見
え
て
く
る
。

　

プ
ラ
イ
ン
は
一
八
六
二
年
五
月
一
一
日
付
書
簡
で
、
ハ
リ
ス
が
そ
の
在
任
期

間
に
相
当
な
額
を
蓄
財
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

ハ
リ
ス
氏
は
、
内
密
に
私
に
そ
の
数
字
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
が
、
三
万

ド
ル
以
上
も
蓄
財
し
て
い
ま
し
た
。
彼
の
〔
在
任
〕
期
間
の
大
部
分
、

給
与
は
わ
ず
か
五
〇
〇
〇
ド
ル
―
こ
の
額
で
四
年
間
、
残
り
の
二
年
間

は
私
と
同
じ
額
―
で
し
た
。
彼
は
、
私
な
ら
年
間
一
万
一
〇
〇
〇
ド
ル

は
蓄
え
ら
れ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。（
五
月
一
一
日
付
書
簡
）

　

そ
し
て
、
プ
ラ
イ
ン
は
み
ず
か
ら
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
蓄
財
が
図
れ
る

だ
ろ
う
と
見
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
私
は
送
金
用
の
為
替
（exchange for 

remittances

）
を
次
の
よ
う
に
購
入
し
て
い
ま
す
。

俸
給
（Salary

）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

七
、五
〇
〇
ド
ル

一
分
銀
（itzabu

）
へ
の
両
替
に
よ
る
利
益　
　

四
、〇
〇
〇
ド
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
、五
〇
〇
ド
ル

公
使
館
の
維
持
費
（household expenses

）

を
差
し
引
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
、〇
〇
〇
ド
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
、五
〇
〇
ド
ル

送
金
用
為
替
の
購
入
利
益 

三
〇
％　
　
　
　
　
　

二
、五
五
〇
ド
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
一
、〇
五
〇
ド
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
月
一
一
日
付
書
簡
）

　

プ
ラ
イ
ン
の
公
使
と
し
て
の
俸
給
は
七
五
〇
〇
ド
ル
だ
っ
た
が
、
一
分
銀
へ

の
両
替
に
よ
っ
て
一
万
一
五
〇
〇
ド
ル
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
公

使
館
の
維
持
費
（
雇
用
人
へ
の
給
与
な
ど
）
を
差
し
引
い
て
も
、
最
終
的
に
は

一
万
一
〇
五
〇
ド
ル
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
か
ら

く
り
を
、
プ
ラ
イ
ン
は
妻
に
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　

一
分
銀
に
よ
る
利
益
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
、
こ
れ
か
ら
説
明
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
は
ド
ル
の
約
三
分
の
一
の
重
さ
が
あ
る
硬
貨
で
、
一
〇
〇
ド

ル
に
対
し
て
三
一
一
枚
と
〔
条
約
で
規
定
〕
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
改
鋳
費

（coinage

）
四
％
が
差
し
引
か
れ
ま
す
。
し
か
し
、
政
府
は
こ
の
条
約
上

の
レ
ー
ト
で
の
需
要
を
満
た
す
ほ
ど
十
分
に
〔
硬
貨
を
〕
持
っ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
一
メ
キ
シ
コ
ド
ル
で
は
そ
れ
に
見
合
う
額
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
一
〇
〇
ド
ル
で
手
に
入
る
の
は
平
均
二
三
七
枚
の
一
分
銀
で
す
。
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日
本
政
府
は
公
職
者
（public offi

cers

）
に
対
し
て
〔
一
分
銀
両
替
枠

を
特
別
に
〕
供
給
し
て
お
り
、
私
の
割
り
当
て
分
は
月
に
一
五
〇
〇
ド
ル

で
す
（
こ
こ
か
ら
、
通
訳
へ
の
支
払
い
に
充
て
る
二
五
〇
ド
ル
ほ
ど
を

差
し
引
く
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
）。
私
は
こ
の
一
五
〇
〇
ド
ル

に
対
し
て
、
改
鋳
費
四
％
の
六
〇
ド
ル
を
支
払
う
こ
と
で
、
四
六
六
六

枚
の
一
分
銀
を
受
け
取
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
一
分
銀
を
自
分
で
使
う
場
合
、

物
価
は
こ
の
貨
幣
〔
一
分
銀
〕
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ひ

じ
ょ
う
に
有
利
に
買
い
物
が
で
き
る
こ
と
が
わ
か
る
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、

あ
る
品
物
の
価
格
が
一
ド
ル
＝
三
枚
の
一
分
銀
、
と
す
る
と
、
私
の
実

質
的
な
支
払
額
は
一
〇
〇
分
の
二
三
・
七
ド
ル
分
で
済
む
の
で
す
。
自
分

で
使
い
切
れ
な
い
分
は
、
市
場
レ
ー
ト
（market rate

）
で
売
却
し
て

も
ら
い
ま
す
。
各
公
使
館
は
こ
の
レ
ー
ト
で
の
〔
両
替
が
〕
認
め
ら
れ

て
お
り
、
軍
艦
の
士
官
は
一
日
三
ド
ル
、
兵
員
は
一
日
一
ド
ル
ま
で
の

両
替
が
可
能
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
の
唯
一
の
言
い
訳
は
、

日
本
政
府
に
は
こ
れ
以
上
の
対
応
能
力
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
通
貨
問
題
が
よ
り
貿
易
商
た
ち
に
と
っ
て
有
利
な
形
で
早
期
に
解

決
さ
れ
る
よ
う
取
り
計
ら
う
こ
と
が
私
の
義
務
で
あ
り
、
私
は
そ
れ
を

実
行
す
る
つ
も
り
で
す
。（
五
月
一
一
日
付
書
簡
）

　

日
米
修
好
通
商
条
約
に
よ
っ
て
、
外
国
の
貨
幣
（
金
貨
・
銀
貨
）
は
、
同
じ

重
量
の
日
本
の
同
種
の
貨
幣
（
金
貨
・
銀
貨
）
と
し
て
通
用
す
る
と
定
め
ら
れ

た
。
一
メ
キ
シ
コ
ド
ル
の
場
合
は
一
分
銀
三
枚
（
三
・
一
一
枚
）
と
し
て
通
用

す
る
、
と
い
う
の
が
公
定
レ
ー
ト
で
あ
る
。
し
か
し
プ
ラ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
市

場
で
は
一
ド
ル
に
つ
き
二
・
三
七
枚
の
一
分
銀
し
か
手
に
入
ら
な
か
っ
た
と
い

う
。
と
こ
ろ
が
、
公
使
で
あ
る
プ
ラ
イ
ン
は
、
特
別
に
公
定
レ
ー
ト
（
一
〇
〇

ド
ル
＝
三
一
一
枚
の
一
分
銀
）
で
、
日
本
の
一
分
銀
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
外
国
公
使
に
は
高
額
な
両
替
枠
が
あ
り
、
プ
ラ
イ
ン
は
月
に
四
六
六
六
枚

（
四
六
六
五
枚
の
誤
か
）
の
一
分
銀
を
得
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
ま
た
市
場
レ
ー
ト
で
ド
ル
に
両
替
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
プ

ラ
イ
ン
は
公
使
と
し
て
の
俸
給
よ
り
も
多
く
の
収
入
を
得
て
い
た
。
た
だ
し
、

文
中
の
「
実
質
的
な
支
払
額
は
一
〇
〇
分
の
二
三
・
七
ド
ル
」
と
の
説
明
は
わ

か
り
に
く
い
。
お
そ
ら
く
は
公
定
レ
ー
ト
と
市
場
レ
ー
ト
の
差
異
を
利
用
し
て
、

三
割
ほ
ど
（
改
鋳
費
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
、
一
〇
〇
ド
ル
が
一
三
一
ド
ル
に
な

る
）
利
益
を
得
ら
れ
る
こ
と
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
だ
ろ
う
か
。

三
　
横
浜
の
外
国
人
社
会

宣
教
師

　

プ
ラ
イ
ン
の
手
紙
か
ら
は
、
横
浜
・
神
奈
川
の
宣
教
師
の
活
動
実
態
が
垣
間

見
え
る
の
も
関
心
を
そ
そ
る
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
は
一
八
五
九
年
（
安
政
六
年
）

一
〇
月
一
八
日
、
長
老
派
教
会
の
宣
教
師
・
医
師
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
カ
ー
チ
ス
・

ヘ
ボ
ン
（James Curtis Hepburn

）
が
来
浜
し
、
神
奈
川
宿
の
成
仏
寺
に

居
を
か
ま
え
て
い
た
。
続
い
て
一
一
月
に
は
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
の
宣
教
師
サ
ミ
ュ

エ
ル
・
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン
（Samuel Robbins Brown

）
が
、
一
八
六
〇
年
（
万

延
元
年
）
四
月
一
日
に
は
パ
ブ
テ
ス
ト
派
の
宣
教
師
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ゴ
ー
ブ
ル

（Jonathan G
oble

）
夫
妻
が
到
着
し
た
。
か
れ
ら
も
成
仏
寺
に
滞
在
し
て
施

療
活
動
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
と
き
に
は
横
浜
の
外
国
人
た
め
に
説
教
や
儀
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式
を
お
こ
な
っ
た
。
ヘ
ボ
ン
は
一
八
六
二
年
一
二
月
二
九
日
（
文
久
二
年
一
一

月
九
日
）
に
横
浜
の
居
留
地
三
九
番
地
に
転
居
す
る
か
ら
、
本
稿
の
対
象
と
す

る
一
八
六
二
年
は
お
お
む
ね
神
奈
川
宿
で
活
動
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。（

（3
（

　

日
本
に
到
着
し
て
間
も
な
い
五
月
一
一
日
付
書
簡
で
は
、
次
の
よ
う
に
神
奈

川
（
横
浜
）
に
い
る
宣
教
師
の
名
前
を
挙
げ
て
い
る
。

私
た
ち
が
こ
こ
に
来
て
最
初
の
安
息
日
に
、
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
で
ブ
ラ

ウ
ン
氏
の
〔
イ
エ
ス
の
〕
復
活
の
説
教
を
聞
き
ま
し
た
。
聴
衆
は
八
〇

名
ほ
ど
で
、
な
か
な
か
の
人
数
で
し
た
。
今
朝
も
彼
の
説
教
を
聞
け
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
っ
と
も
、
も
う
一
人
の
宣
教
師
バ
ラ
氏
〔James 

H. Ballagh

〕
が
当
地
に
い
ま
す
し
、
ア
モ
イ
か
ら
来
た
宣
教
師
の
オ
ス

ト
ロ
ム
氏
〔A

lvin O
strom

〕
も
奥
様
の
病
気
の
た
め
、
そ
し
て
長
老

派
教
会
の
宣
教
師
キ
ー
フ
氏
（M

r. K
eefe

）
も
体
調
を
崩
し
て
い
る
た

め
こ
こ
に
い
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
マ
デ
イ
ラ
島
に
送
ら
れ
る
の
と
同

じ
よ
う
に
、
中
国
か
ら
は
患
者
が
こ
こ
に
送
ら
れ
て
き
て
お
り
、
ブ
ラ

ウ
ン
氏
に
と
っ
て
は
か
な
り
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

彼
ら
の
う
ち
の
誰
か
が
説
教
を
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（
五
月
一
一
日

付
書
簡
）

　

イ
ギ
リ
ス
領
事
館
に
お
い
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
説
教
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
聴
衆
の
人
数
な
ど
が
わ
か
る
点
、
横
浜
に
お
け
る
初
期

の
宣
教
師
の
活
動
の
様
子
が
判
明
し
興
味
深
い
。
の
み
な
ら
ず
、
中
国
か
ら

の
「
保
養
地
」
と
し
て
、
横
浜
に
宣
教
師
が
送
ら
れ
て
き
て
い
る
点
も
、
横
浜

の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
性
格
・
位
置
づ
け
を
考
え
る
う
え
で
重
要
だ
ろ
う
。
マ

デ
イ
ラ
島
と
は
リ
ス
ボ
ン
の
南
西
一
〇
〇
〇
キ
ロ
の
大
西
洋
上
に
位
置
す
る
温

暖
な
島
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
）
で
あ
る
が
、
一
九
世
紀
に
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
結

核
患
者
が
送
り
込
ま
れ
る
な
ど
、
療
養
地
・
保
養
地
と
し
て
名
高
か
っ
た
。
横

浜
も
中
国
沿
岸
の
開
港
都
市
と
比
較
し
て
、
気
候
的
に
穏
や
か
な
条
件
を
も
っ

て
い
た
。
そ
の
た
め
、
中
国
で
健
康
を
害
し
た
英
仏
軍
の
兵
士
た
ち
が
、
保
養

の
た
め
横
浜
に
送
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い

る
。（

（3
（

し
か
し
、
宣
教
師
に
つ
い
て
も
同
様
の
実
態
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
る

い
は
一
般
の
商
人
た
ち
の
あ
い
だ
に
も
、
横
浜
を
そ
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
た

者
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
貿
易
・
軍
事
・
宣
教
の
ほ
か
、
療
養
を
目
的
と

し
て
横
浜
に
滞
在
す
る
外
国
人
が
い
た
こ
と
に
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
プ
ラ
イ
ン
は
ハ
リ
ス
、
息
子
の
バ
ー
テ
ィ
ー
と
と
も
に
、
横
浜
居
留

地
か
ら
「
湾
を
渡
っ
て
」
神
奈
川
へ
赴
き
、
ブ
ラ
ウ
ン
一
家
と
ヘ
ボ
ン
に
会
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
が
寺
院
に
住
み
、「
立
派
な
住
居
と
庭
園
を
持
っ
て
」

い
る
こ
と
を
記
し
た
（
五
月
一
一
日
付
書
簡
）。
ブ
ラ
ウ
ン
は
毎
月
第
一
安
息

日
に
自
宅
（
成
仏
寺
）
で
聖
餐
式
を
開
い
て
い
た
と
い
う
（
五
月
二
三
日
付

書
簡
）。
プ
ラ
イ
ン
は
「
私
は
神
奈
川
に
あ
る
図
書
館
の
た
め
に
、
安
息
日
学

校
（Sabbath School

）
用
の
本
を
寄
付
し
ま
し
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
氏
に
よ
る

と
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
ら
の
本
を
大
変
喜
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
す
」（
七

月
二
四
日
付
書
簡
）
と
、
彼
ら
に
寄
付
も
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

五
月
二
三
日
付
書
簡
で
は
、
プ
ラ
イ
ン
が
日
本
到
着
以
降
、
横
浜
の
教
会
に

二
日
し
か
来
れ
て
い
な
い
こ
と
を
書
き
送
っ
て
い
る
。
夜
七
時
ま
で
に
は
江
戸

に
帰
る
こ
と
を
メ
ド
と
し
て
い
た
プ
ラ
イ
ン
に
と
っ
て
、
江
戸
か
ら
横
浜
ま
で

「
往
復
す
る
の
は
遠
す
ぎ
た
」
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
プ
ラ
イ
ン
は
で
き
る
限

り
教
会
に
行
く
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
そ
し
て
、
息
子
バ
ー
テ
ィ
ー
に
も
、「
彼
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が
神
に
心
を
捧
げ
る
に
は
若
す
ぎ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。
こ

の
異
教
の
地
に
お
い
て
、
常
に
聖
な
る
慰
め
主
で
あ
る
神
の
霊
が
彼
の
心
に
触

れ
、
神
へ
の
奉
仕
に
人
生
を
捧
げ
る
よ
う
導
い
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
」（
五

月
二
三
日
付
書
簡
）
と
願
っ
た
。
プ
ラ
イ
ン
は
敬
虔
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

江
の
島
へ
の
小
旅
行

　

横
浜
に
在
留
す
る
外
国
人
は
、
横
浜
か
ら
十
里
四
方
（
た
だ
し
北
は
六
郷
川

が
境
界
線
）
の
遊
歩
が
許
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
範
囲
内
で
旅
行
を
楽
し
む
こ
と

が
あ
っ
た
。
こ
と
に
、
鎌
倉
や
江
の
島
は
そ
の
恰
好
の
目
的
地
と
な
っ
た
。

　

プ
ラ
イ
ン
も
江
の
島
へ
の
小
旅
行
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
一
八
六
二
年
七
月

一
二
日
付
の
書
簡
に
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
日
の
手
紙
に
旅
行
の
日
付

は
記
さ
れ
な
い
が
、
曜
日
が
「
水
曜
日
」
と
あ
る
こ
と
、
七
月
八
日
付
書
簡
に

「
明
日
は
江
の
島
（O

nesima

）
に
遠
出
を
す
る
つ
も
り
で
す
」
と
書
か
れ
て

い
る
こ
と
、
ま
た
こ
の
小
旅
行
に
同
道
し
た
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ホ
ー
ル
（Francis 

Hall

）
の
日
記
の
記
述
か
ら
、
七
月
九
日
（
水
曜
日
、
文
久
二
年
六
月
一
三
日
）

の
出
来
事
と
確
定
で
き
る
。（

（3
（

　

旅
行
は
二
三
名
か
ら
な
る
一
大
パ
ー
テ
ィ
ー
だ
っ
た
。
一
行
に
は
ブ
ラ

ウ
ン
牧
師
、
オ
ス
ト
ロ
ム
牧
師
、
ブ
ラ
ウ
ン
家
の
ア
ド
リ
ア
ナ
嬢
（M

iss 
A

driana

）、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
夫
妻
、
マ
ン
嬢
（M

iss M
ann

）、
宣
教
師
・
医

師
の
シ
モ
ン
ズ
博
士
（D

uane B. Simmons

）
夫
妻
ら
が
含
ま
れ
て
い
た
。

ホ
ー
ル
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
二
三
名
は
全
員
ア
メ
リ
カ
人
で
、
護
衛
・
別
当
・

従
者
な
ど
を
含
め
七
〇
～
八
〇
名
の
一
団
に
な
っ
た
と
い
う
。
彼
ら
は
朝
出
発

し
、
舟
（
ボ
ー
ト
）
で
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
島
（W

ebster's Island, 

夏
島
）
近

く
の
漁
村
・
金
沢
〔
八
景
〕
に
到
着
し
た
。
そ
こ
か
ら
馬
で
鎌
倉
に
入
り
、
さ

ら
に
海
岸
沿
い
を
進
ん
で
江
の
島
を
目
指
し
た
。
海
路
・
陸
路
あ
わ
せ
て
往
復

約
八
〇
キ
ロ
の
旅
路
で
あ
る
。

江
の
島
に
到
着
し
た
時
、
二
軒
の
素
晴
ら
し
い
宿
（public house

）
が

閉
ま
っ
て
い
ま
し
た
。〔
同
行
し
て
い
た
〕
紳
士
の
一
人
が
連
れ
て
い
た

日
本
人
の
少
年
の
話
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
私
た
ち
を
追
い
返
す
た
め
に
仕

組
ま
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
村
の
役
人
（village offi

cer

）
の
説
明
で
は
、

最
も
良
い
家
〔
宿
〕
が
閉
ま
っ
て
い
る
の
は
、
主
人
が
麻
疹
で
亡
く
な
っ

た
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。（
七
月
一
二
日
付
書
簡
）

　

そ
こ
で
、
プ
ラ
イ
ン
は
護
衛
の
役
人
た
ち
（yakunin

）
に
次
の
よ
う
に
告

げ
た
。私

た
ち
は
も
う
到
着
し
た
の
だ
か
ら
、
引
き
返
す
つ
も
り
は
な
く
、
今

夜
は
こ
こ
に
止
ま
る
〔
宿
泊
す
る
〕。
江
戸
の
政
府
も
私
の
来
訪
を
知
っ

て
い
る
。
祝
祭
日
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
知
っ
た
こ
と
で
は
な
い
、

も
し
そ
う
な
ら
出
発
前
に
知
ら
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
私

た
ち
は
人
が
亡
く
な
っ
た
と
い
う
話
は
信
じ
な
い
。
万
一
、
死
者
が
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
私
た
ち
は
彼
の
家
に
敬
意
を
払
っ
て
入
る
こ
と
は
し

な
い
。
し
か
し
、
も
し
そ
う
で
な
い
の
な
ら
、
私
た
ち
は
入
る
。
私
た

ち
に
は
医
者
が
同
行
し
て
お
り
、
彼
は
遺
体
を
見
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
七
月
一
二
日
付
書
簡
）
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プ
ラ
イ
ン
が
こ
の
こ
と
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
も
の
の
数
分
で
そ
の
宿
は
開
け

放
た
れ
た
。
プ
ラ
イ
ン
に
付
け
ら
れ
た
役
人
た
ち
が
み
ず
か
ら
、
扉
や
窓
を
開

け
、
そ
れ
か
ら
数
分
も
し
な
い
う
ち
に
、
一
行
の
使
用
人
た
ち
が
夕
食
の
準
備

の
た
め
に
厨
房
の
火
を
勢
い
よ
く
焚
き
つ
け
は
じ
め
た
。
そ
し
て
星
条
旗
が
万

歳
三
唱
（three cheers

）
と
と
も
に
バ
ル
コ
ニ
ー
（
二
階
の
張
り
出
し
窓
か
）

に
掲
げ
ら
れ
、
翌
日
プ
ラ
イ
ン
一
行
が
出
発
す
る
ま
で
翻
っ
て
い
た
。

　

プ
ラ
イ
ン
た
ち
が
泊
ま
っ
た
夜
は
、
村
の
祭
り
（O

matsuri

）
の
日
だ
っ
た
。

し
か
し
何
と
い
う
夜
で
し
ょ
う
！　

そ
の
日
は
日
本
の
お
祭
り
で
し

た
。〔
中
略
〕
三
時
近
く
ま
で
、
ド
ラ
ム
（drums

）、
つ
ま
り
ト
ム
ト
ム

（tom-toms

）〔
太
鼓
〕
の
音
が
絶
え
間
な
く
鳴
り
響
き
、
四
〇
匹
の
猫

で
も
か
な
わ
な
い
よ
う
な
〔
ひ
ど
い
〕
歌
声
と
、
横
笛
の
け
た
た
ま
し

い
音
が
響
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の
間
ず
っ
と
眠
っ
て
い
る
者
も
い
れ
ば
、

む
な
し
く
眠
ろ
う
と
こ
こ
ろ
み
て
い
る
者
も
い
ま
し
た
。（
七
月
一
二
日

付
書
簡
）

　

プ
ラ
イ
ン
た
ち
は
宿
屋
の
二
階
の
二
部
屋
に
泊
ま
っ
た
。
一
つ
の
部
屋
に
は

四
名
の
女
性
が
、
も
う
一
つ
の
部
屋
に
は
一
九
名
の
男
性
が
、
床
に
敷
い
た
マ
ッ

ト
〔
敷
布
団
か
〕
の
上
に
横
た
わ
っ
た
。
し
か
し
、
プ
ラ
イ
ン
は
ノ
ミ
に
苦
し

め
ら
れ
た
よ
う
で
、
夜
中
に
す
っ
か
り
目
が
覚
め
て
し
ま
っ
た
。
プ
ラ
イ
ン
は

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
、
次
の
よ
う
に
記
す
。「
確
か
に
認
め
ざ
る
を
得
な
い
の
は
、

ノ
ミ
た
ち
が
私
た
ち
を
温
か
く
歓
迎
し
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。
到
着
時
に
私
た

ち
を
拒
絶
し
た
あ
の
閉
ざ
さ
れ
た
扉
の
か
わ
り
に
、
ノ
ミ
た
ち
が
扉
を
開
放
し

て
く
れ
た
〔
口
を
開
放
し
て
噛
ん
だ
〕
お
か
げ
で
、
十
分
な
埋
め
合
わ
せ
が
な

さ
れ
た
の
で
す
」。

　

プ
ラ
イ
ン
は
ほ
と
ん
ど
寝
付
か
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
午
前
三
時
に
音
楽

を
鳴
ら
し
て
い
た
村
人
た
ち
が
去
っ
て
い
く
の
を
見
送
り
、
四
時
に
起
床
し
た
。

村
の
通
り
に
は
色
と
り
ど
り
の
ラ
ン
タ
ン
（
提
灯
）
が
光
っ
て
い
た
。

　

翌
日
、
プ
ラ
イ
ン
一
行
は
江
の
島
ま
で
歩
い
て
渡
り
、
美
し
い
景
色
を
楽
し

ん
だ
。
そ
し
て
、
プ
ラ
イ
ン
は
こ
こ
で
興
味
深
い
種
類
の
「
珊
瑚
」
を
購
入
し
た
。

珊
瑚
は
羽
根
飾
り
の
よ
う
な
形
を
し
て
お
り
、
馬
の
毛
の
よ
う
に
細
く
繊
細
で
、

天
然
の
品
と
は
信
じ
が
た
い
も
の
で
あ
る
。
日
本
で
科
学
的
調
査
を
お
こ
な
っ

て
い
る
ロ
シ
ア
人
将
校
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ミ
ヴ
ィ
ッ
チ
（M

ax Simivitch

）
が
、

そ
れ
が
海
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
、
と
断
言
し
た
こ
と

で
、
プ
ラ
イ
ン
も
天
然
の
も
の
と
よ
う
や
く
確
信
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

江
の
島
の
参
道
の
土
産
屋
（
貝
細
工
店
）
で
販
売
さ
れ
て
い
た
ホ
ッ
ス
ガ
イ

は
「
ガ
ラ
ス
珊
瑚
」
の
異
名
を
も
ち
、
幕
末
か
ら
明
治
期
に
日
本
を
訪
れ
た
外

国
人
を
魅
了
し
た
。
ガ
ラ
ス
細
工
の
よ
う
な
精
巧
な
見
た
目
を
持
つ
が
、
ガ
ラ

ス
海
綿
と
呼
ば
れ
る
生
物
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
ホ
ッ
ス
ガ
イ
の
正
体

は
詳
ら
か
で
は
な
く
、
一
八
六
〇
年
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
学
術
的
な
論
争
が

活
発
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
一
八
七
〇
年
代
以
降
、
来
日
し
た
外

国
人
の
あ
い
だ
で
江
の
島
の
ホ
ッ
ス
ガ
イ
に
関
す
る
研
究
が
本
格
的
に
な
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。（

（3
（

プ
ラ
イ
ン
の
記
述
に
あ
る
シ
ミ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
調
査

に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
相
当
早
期
の
ホ
ッ
ス
ガ
イ
（
あ
る
い
は
類

似
の
生
物
）
の
調
査
と
考
え
ら
れ
る
。

横
浜
の
競
馬
場

　

横
浜
の
外
国
人
居
留
地
に
競
馬
場
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
す
で
に
先
行
研
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究
で
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
外
国
居
留
民
の
娯
楽
と
し
て
、
あ

る
い
は
西
洋
の
ス
ポ
ー
ツ
の
日
本
導
入
の
「
も
の
の
は
じ
め
」
と
し
て
肯
定
的

に
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
と
こ
ろ
が
、
プ
ラ
イ
ン
は
競
馬
に
つ
い
て
は
否
定

的
な
意
見
を
持
っ
て
い
た
。

　

プ
ラ
イ
ン
は
妻
へ
の
八
月
二
七
日
付
（
和
暦
八
月
三
日
）
書
簡
で
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。

現
在
、
外
国
人
た
ち
は
横
浜
に
競
馬
場
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
恒
久
的

な
施
設
に
す
る
た
め
の
資
金
集
め
を
し
て
い
ま
す
。
昨
日
〔
返
書
の
写
し

に
は
八
月
二
五
日
付
と
あ
る
〕、
オ
ラ
ン
ダ
領
事
が
私
に
寄
付
者
リ
ス
ト

を
送
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
は
フ
ラ
ン
ス
公
使
の
名
前
で
一
〇
〇

ド
ル
の
記
載
が
あ
り
、
他
に
も
多
く
の
人
々
が
同
額
を
寄
付
し
て
い
ま

し
た
。
私
は
〔
下
記
の
返
事
を
〕
送
り
ま
し
た
。
バ
ー
テ
ィ
は
首
を
振
っ

て
い
ま
し
た
が
、
も
し
私
が
意
志
薄
弱
に
も
応
じ
て
し
ま
っ
て
い
た
ら
、

横
浜
で
一
騒
動
起
き
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。〔
も
し
寄
付
を
す
れ
ば
〕

次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
私
を
審
判
員
や
幹
事
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
名

誉
職
に
任
命
し
よ
う
と
し
た
は
ず
で
す
。〔
そ
う
な
っ
た
場
合
〕
自
分
が

奨
励
す
る
も
の
〔
競
馬
〕
を
、
ど
う
し
て
非
難
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
か
。（
八
月
二
七
日
付
書
簡
）

　

プ
ラ
イ
ン
は
オ
ラ
ン
ダ
総
領
事
フ
ァ
ン
＝
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
（D

irk de 
G

raeff van Polsbroek

）
か
ら
、
横
浜
に
恒
久
的
な
競
馬
場
を
造
作
す
る
た

め
の
寄
付
を
頼
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
プ
ラ
イ
ン
は
そ
れ
を
断
っ
た
の
で
あ

る
。
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
に
送
っ
た
断
り
の
手
紙
の
文
章
を
、
プ
ラ
イ
ン
は
妻
の

手
紙
に
引
用
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、「
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
で
は
、
多

く
の
善
良
な
人
々
が
こ
う
し
た
娯
楽
を
完
全
に
無
害
な
も
の
と
考
え
て
い
る
こ

と
は
承
知
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
の
判
断
で
は
、
競
馬
に
は
必

然
的
に
多
く
の
弊
害
が
伴
う
か
、
あ
る
い
は
そ
こ
か
ら
弊
害
が
生
じ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ゆ
え
に
、〔
自
ら
の
信
念
の
〕
一
貫
性
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
、

寄
付
を
行
っ
た
り
、
そ
の
他
の
形
で
奨
励
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」（
八

月
二
七
日
付
書
簡
）
と
そ
の
理
由
を
記
し
て
い
る
。
賭
け
事
を
快
く
思
わ
な
い

点
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
な
価
値
観
も
垣
間
見
え
る
。

　

一
八
六
二
年
五
月
一
日
・
二
日
に
、
現
在
の
中
華
街
近
辺
の
円
形
馬
場
で
競

馬
会
が
お
こ
な
わ
れ
、
さ
ら
に
秋
の
競
馬
会
に
向
け
て
の
準
備
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
た
。
外
国
領
事
団
は
レ
ー
ス
運
営
の
た
め
の
レ
ー
ス
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ

（Y
okohama Race Committee

）
を
組
織
す
る
よ
う
居
留
民
に
呼
び
か
け
、

六
月
二
三
日
に
会
議
が
開
か
れ
た
。
そ
し
て
八
月
に
は
こ
れ
を
母
体
に
横
浜
レ
ー

シ
ン
グ
・
ク
ラ
ブ
が
組
織
さ
れ
る
。（

（3
（

プ
ラ
イ
ン
が
こ
の
手
紙
を
受
け
た
の
は
、

ち
ょ
う
ど
同
ク
ラ
ブ
の
設
立
前
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
競
馬
場
の
設

立
は
、
け
っ
し
て
居
留
民
全
員
が
賛
意
を
示
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。四

　
幕
末
の
諸
事
件
・
世
相

第
二
次
東
禅
寺
事
件
と
排
外
感
情

　

第
二
次
東
禅
寺
事
件
は
、
一
八
六
二
年
六
月
二
六
日
（
文
久
二
年
五
月
二
九
日
）

に
高
輪
の
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
東
禅
寺
で
発
生
し
た
外
国
人
襲
撃
事
件
で
あ
る
。



責　了

横浜開港資料館紀要　第40号（2026年3月）21

犯
人
は
東
禅
寺
の
警
備
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
信
州
松
本
藩
（
戸
田
家
）
の
藩
士

で
、
徒
士
の
伊
藤
軍
兵
衛
と
い
う
二
三
歳
の
侍
だ
っ
た
。
七
月
七
日
（
和
暦
六

月
一
一
日
）、
プ
ラ
イ
ン
は
妻
に
第
二
次
東
禅
寺
事
件
に
つ
い
て
書
き
送
っ
た
。

プ
ラ
イ
ン
は
こ
の
事
件
が
本
国
で
も
報
道
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
考
慮
し
、「
私

が
無
事
で
元
気
で
あ
る
こ
と
を
お
伝
え
し
た
い
か
ら
で
す
」
と
手
紙
の
冒
頭
に

書
い
て
い
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
公
使
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
の
不
在
中
、
代
理
公
使
（charge 

d'affaires

）
を
務
め
て
い
た
ニ
ー
ル
大
佐
（Edward St. John N

eale, 
Colonel

）
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
将
兵
と
日
本
側
の
警
備
を
受
け
、
イ
ギ
リ
ス
公

使
館
東
禅
寺
に
駐
在
し
て
い
た
。　　

彼
〔
ニ
ー
ル
大
佐
〕
は
水
兵
三
〇
名
、
一
四
名
の
士
官
と
兵
士
を
護
衛

と
し
て
引
き
連
れ
て
き
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
全
て
の
護
衛
の
ほ
か
、

五
八
五
名
の
日
本
人
の
護
衛
が
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
六
月
二
六
日

の
夜
、
彼
の
寝
室
の
扉
の
近
く
に
い
た
歩
哨
（sentinel

）
が
襲
撃
さ
れ

ま
し
た
。
彼
の
叫
び
声
は
、
ニ
ー
ル
大
佐
と
、
巡
回
中
だ
っ
た
護
衛
の

伍
長
を
目
覚
め
さ
せ
ま
し
た
。
襲
撃
者
も
し
く
は
襲
撃
者
た
ち
（
複
数

人
と
い
う
こ
と
は
疑
わ
し
い
の
で
す
が
）
は
、
ニ
ー
ル
大
佐
を
襲
お
う

と
思
え
ば
き
わ
め
て
容
易
に
で
き
た
は
ず
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
試
み

は
せ
ず
、
逃
走
す
る
途
中
で
出
く
わ
し
た
伍
長
を
殺
害
し
た
の
で
す
。

負
傷
し
た
歩
哨
も
そ
の
日
に
死
亡
し
ま
し
た
。
現
在
、
イ
ギ
リ
ス
公
使

館
に
は
、
以
前
の
三
倍
近
く
の
数
の
護
衛
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
レ
ナ
ー

ド
（Renard

）、
そ
し
て
お
そ
ら
く
蒸
気
軍
艦
パ
ー
ル
（Pearl

）
―
金

曜
の
夜
に
江
戸
に
向
か
い
ま
し
た
、
か
ら
も
さ
ら
な
る
護
衛
兵
が
上
陸

し
た
た
め
で
す
。（
七
月
七
日
付
書
簡
）

　

イ
ギ
リ
ス
公
使
館
へ
の
こ
の
二
度
目
の
襲
撃
の
原
因
は
何
だ
っ
た
の
か
。
プ

ラ
イ
ン
は
い
く
つ
か
の
可
能
性
を
推
測
し
て
い
る
。

一
、 

イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
の
水
兵
と
兵
士
た
ち
が
上
陸
し
、
警
護
に
あ

た
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
を
、
日
本
人
が
快
く
思
っ
て
い
る
と
は
私
は
思

い
ま
せ
ん
。
ご
存
じ
の
通
り
、
イ
ギ
リ
ス
も
フ
ラ
ン
ス
も
、
あ
る
い
は

合
衆
国
で
あ
っ
て
も
、
自
国
の
都
市
に
外
国
の
警
備
隊
が
上
陸
す
る
こ

と
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
決
し
て
許
し
は
し
な
い
で
し
ょ

う
か
ら
。

二
、二
種
類
の
護
衛
兵
〔
幕
府
の
別
手
組
と
大
名
家
の
警
備
兵
〕
の
間
で

何
ら
か
の
争
い
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ニ
ー
ル
大
佐
は
そ
の

よ
う
な
こ
と
は
聞
い
て
い
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
も
し
か
し

た
ら
そ
う
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
、
彼
に
尋
ね
た
の
で
す
。
し
か
し
、〔
立

石
〕
斧
次
郎
（O

nigero

）
は
バ
ー
テ
ィ
ー
に
、
護
衛
の
一
人
が
数
人
の

イ
ギ
リ
ス
護
衛
兵
に
蹴
ら
れ
、
そ
の
侮
辱
に
対
す
る
復
讐
を
駆
り
立
て

ら
れ
て
い
た
と
話
し
ま
し
た
。
言
い
忘
れ
て
い
ま
し
た
が
、
襲
撃
に
関

与
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
の
は
日
本
側
の
護
衛
の
一
人
だ
け
で
し

た
。
彼
は
翌
日
、
体
に
銃
弾
を
受
け
た
状
態
で
政
府
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

彼
は
〔
銃
撃
で
〕
負
傷
し
た
後
、
自
ら
命
を
絶
っ
た
の
で
す
。

三
、
そ
れ
〔
襲
撃
事
件
の
日
〕
は
、
日
本
の
暦
と
時
間
の
計
算
方
法
に

よ
れ
ば
、
一
八
六
一
年
七
月
五
日
〔
文
久
元
年
五
月
二
八
日
〕
の
襲
撃

事
件
〔
第
一
次
東
禅
寺
事
件
〕
の
記
念
日
〔
一
周
年
〕
の
ち
ょ
う
ど
翌
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日
で
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
襲
撃
で
命
を
落
と
し
た
者
、
あ
る
い
は
後

に
死
刑
に
処
さ
れ
た
者
の
親
族
の
一
人
か
複
数
人
が
、
そ
の
死
の
復
讐

を
企
て
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。（
七
月
七
日
付
書
簡
）

　

三
に
つ
い
て
は
日
本
側
で
も
囁
か
れ
て
い
た
噂
で
あ
る
が
、
一
・
二
の
見
方

は
興
味
深
い
。
一
に
つ
い
て
、
攘
夷
派
浪
士
を
刺
激
す
る
行
動
で
あ
っ
た
こ
と

は
た
し
か
と
思
わ
れ
る
が
、
日
本
側
の
感
情
を
示
す
史
料
を
見
出
す
の
は
難
し

い
。
二
の
見
方
に
つ
い
て
、
東
禅
寺
警
備
で
松
本
藩
士
が
使
っ
て
い
た
火
縄
銃

を
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
幼
稚
な
も
の
と
し
て
侮
辱
し
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
に
軍

兵
衛
は
我
慢
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。（

（3
（

外
国
公
館
の
外
国
人
が
日
本
側
の
警
備

兵
を
侮
辱
・
愚
弄
す
る
（
よ
う
に
日
本
側
か
ら
見
え
る
）
行
為
に
つ
い
て
は
他

の
事
例
で
も
確
認
で
き
る
。（

（3
（

双
方
の
習
慣
の
違
い
か
ら
生
じ
る
行
き
違
い
と
い

う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
が
幕
末
期
に
は
外
国
人
の
殺
傷
事
件
と
な
り
、
大

き
な
外
交
問
題
に
発
展
し
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
外
国
人
殺
傷
事
件
に
つ
い
て
、
外
国
人
側
に
問
題
が
あ
っ
た
と

す
る
プ
ラ
イ
ン
の
意
見
は
、
そ
の
後
に
発
生
し
た
生
麦
事
件
（
一
八
六
二
年
九

月
一
四
日
＝
文
久
二
年
八
月
二
一
日
）
後
に
も
、
妻
へ
の
手
紙
に
あ
ら
わ
れ
る
。

事
件
の
犠
牲
者
の
方
々
に
何
ら
か
の
執
拗
な
非
難
を
す
る
つ
も
り
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
多
く
の
方
面
で
、
二
度
の
襲
撃
〔
第
二
次
東
禅
寺
事
件
と

生
麦
事
件
〕
は
、
被
害
者
の
一
部
あ
る
い
は
そ
の
関
係
者
の
軽
率
さ
の

結
果
で
あ
る
と
い
う
強
い
印
象
が
存
在
す
る
こ
と
を
申
し
上
げ
る
の
が

適
切
で
し
ょ
う
。
残
念
な
が
ら
、
こ
こ
の
外
国
人
は
日
本
人
を
軽
蔑
す

る
傾
向
が
強
く
、
な
か
に
は
彼
ら
を
脅
迫
す
る
者
も
い
ま
す
。
こ
う
し

た
傾
向
は
あ
ま
り
に
も
強
く
、
聖
職
者
で
さ
え
好
戦
的
に
な
る
ほ
ど
で
す
。

（
一
一
月
一
〇
日
付
書
簡
）

　

プ
ラ
イ
ン
は
こ
う
述
べ
た
あ
と
、
横
浜
で
日
本
人
に
対
し
て
横
暴
な
振
る
舞

い
を
す
る
イ
ギ
リ
ス
人
の
事
例
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
行
為

を
お
こ
な
う
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
と
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
、
と
プ
ラ
イ
ン
は
考

え
て
い
た
。

フ
ラ
ン
ス
人
あ
る
い
は
イ
ギ
リ
ス
人
と
〔
日
本
人
と
の
〕
間
で
衝
突
が

起
き
て
も
驚
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
彼
ら
〔
英
仏
人
〕
に
対
す
る
憤
り

の
感
情
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
彼
ら
は
〔
そ
の
感
情
を
〕
鎮
め
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
せ
ず
、
む
し
ろ
高
揚
さ
せ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ

て
の
唯
一
の
危
険
は
、
彼
ら
〔
日
本
人
〕
が
〔
国
籍
を
〕
区
別
で
き
ず
、

偶
然
あ
る
い
は
意
図
せ
ず
に
ア
メ
リ
カ
人
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
、

あ
る
い
は
、
ご
く
一
部
の
者
の
罪
や
愚
行
の
報
い
を
、
外
国
人
全
体
に

負
わ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。（
一
一
月
一
〇
日
付
書
簡
）

　

プ
ラ
イ
ン
は
自
身
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
人
の
誠
実
さ
を
強
調
す
る
こ
と
が
ま

ま
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
日
本
人
の
感
情
に
配
慮
せ
ず
、

増
長
し
た
振
る
舞
い
を
し
て
い
る
、
と
の
観
察
は
鋭
い
視
線
と
い
え
よ
う
。

事
件
後
の
安
全
性
と
江
戸
駐
在

　

さ
て
、
プ
ラ
イ
ン
は
、
妻
を
安
心
さ
せ
る
た
め
も
あ
っ
て
か
、
事
件
後
の
ア

メ
リ
カ
公
使
館
と
自
身
の
安
全
さ
を
強
調
す
る
。
そ
の
理
由
は
ま
ず
、
公
使
館
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の
防
衛
体
制
が
増
強
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

私
は
、
私
自
身
と
ア
メ
リ
カ
公
使
館
全
員
の
安
全
を
確
信
し
て
い
ま

す
。
こ
の
襲
撃
の
夜
、
二
八
四
名
の
将
兵
が
私
た
ち
を
護
衛
し
て
い
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
全
員
日
本
人
で
す
。
そ
れ
以
来
、
副
奉
行
（V

ice 
G

overnor

）〔
外
国
奉
行
支
配
組
頭
ク
ラ
ス
か
〕
が
毎
晩
私
の
寝
室
の
真

向
か
い
の
部
屋
に
駐
在
し
、
彼
〔
の
近
く
〕
や
、
ホ
ー
ル
内
の
他
の
二

か
所
に
も
護
衛
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
あ
な
た
は
こ
れ
を
危
険
が
増
大

し
た
証
拠
と
し
て
と
ら
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
政
府
が
こ
の
よ

う
な
襲
撃
の
再
発
を
避
け
た
い
と
い
う
強
い
意
志
を
改
め
て
示
す
証
拠

と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
よ
う
な
襲
撃
は
〔
再
度
〕
起
こ
り
そ
う
に

あ
り
ま
せ
ん
が
、
起
こ
る
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。

（
七
月
七
日
付
書
簡
）

　

ま
た
プ
ラ
イ
ン
は
、
自
身
や
ア
メ
リ
カ
人
が
日
本
人
の
あ
い
だ
で
人
気
が
あ

り
、
さ
ら
に
日
本
人
護
衛
と
の
信
頼
関
係
が
あ
る
こ
と
も
、
安
全
性
の
理
由
と

し
て
あ
げ
る
。

私
た
ち
は
皆
に
人
気
が
あ
り
、
私
た
ち
に
危
害
を
加
え
よ
う
と
す
る
者
は

誰
も
い
な
い
だ
ろ
う
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
で
は
、「
ア
メ
リ

カ
人
は
大
丈
夫
だ
（A

mericans are all right

）」
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
護
衛
た
ち
も
私
た
ち
が
彼
ら
に
不
信
感
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
を
知
っ

て
お
り
、
私
た
ち
を
守
る
準
備
が
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

彼
ら
は
忠
実
で
あ
り
、
こ
ち
ら
の
親
切
を
裏
切
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な

い
で
し
ょ
う
。（
七
月
七
日
付
書
簡
）

　

外
国
人
の
な
か
で
ア
メ
リ
カ
人
に
つ
い
て
は
排
外
的
な
動
き
の
対
象
に
な
ら

な
か
っ
た
、
と
す
る
日
本
側
の
史
料
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
も
っ
と

も
、
プ
ラ
イ
ン
は
幕
府
高
官
と
接
触
す
る
な
か
で
、
ハ
リ
ス
以
来
築
か
れ
た
幕

府
の
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
信
頼
を
感
じ
取
り
、
こ
の
よ
う
な
発
言
に
つ
な
が
っ

た
可
能
性
は
あ
る
。

　

プ
ラ
イ
ン
は
ま
た
、
日
々
武
装
し
て
外
出
し
て
い
る
英
仏
の
公
使
た
ち
と
違
っ

て
、
非
武
装
の
自
分
た
ち
が
敵
意
を
向
け
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
こ
と

を
や
や
誇
ら
し
げ
に
妻
に
伝
え
る
。

イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
の
公
使
、
書
記
官
（Secretaries

）、
武
官

（attaches

）
は
そ
れ
ぞ
れ
自
身
の
護
衛
を
連
れ
て
移
動
し
て
お
り
、
全

員
が
ベ
ル
ト
に
サ
ー
ベ
ル
と
リ
ボ
ル
バ
ー
を
携
行
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
毎
日
街
に
馬
で
外
出
し
、〔
そ
の
総
距
離
は
〕
少
な
く
と
も
五
〇
〇

マ
イ
ル
に
達
し
ま
す
が
、
拳
銃
や
剣
、
そ
の
他
の
い
か
な
る
武
器
も
携

行
し
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
非
友
好
的
な
視
線
を
向
け
ら
れ
た
り
、
敵

対
的
な
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
は
ひ
じ
ょ

う
に
慎
重
で
す
。
暗
く
な
っ
て
か
ら
は
決
し
て
外
出
せ
ず
、
政
府
か
ら

表
明
さ
れ
た
助
言
や
要
望
に
は
常
に
従
っ
て
い
ま
す
。（
七
月
七
日
付
書
簡
）

　

プ
ラ
イ
ン
は
「
そ
れ
で
は
、
こ
の
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
へ
の
二
度
目
の
襲
撃
の

原
因
は
い
っ
た
い
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
」
と
自
問
自
答
す
る
。
プ
ラ
イ
ン

は
「
そ
れ
が
単
な
る
外
国
人
へ
の
敵
意
だ
っ
た
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
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も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
デ
・
ウ
ィ
ッ
ト
氏
（
現
在
江
戸
訪
問
中
の
オ
ラ
ン
ダ
公

使
）〔Jan K

arel D
e W

it, 

正
し
く
は
駐
日
オ
ラ
ン
ダ
総
領
事
〕
か
私
自
身

が
ね
ら
わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
す
」
と
推
考
す
る
。
プ
ラ
イ
ン
た
ち
に

は
日
本
人
の
警
護
し
か
つ
い
て
お
ら
ず
、「
リ
ボ
ル
バ
ー
を
無
数
に
所
持
し
て

い
る
」
イ
ギ
リ
ス
よ
り
も
警
備
は
手
薄
だ
っ
た
（
七
月
七
日
付
書
簡
）。

　

プ
ラ
イ
ン
は
み
ず
か
ら
や
ア
メ
リ
カ
人
が
、
イ
ギ
リ
ス
人
・
フ
ラ
ン
ス
人
に

く
ら
べ
て
日
本
人
と
友
好
的
な
関
係
に
あ
り
、
自
分
が
安
全
で
あ
る
こ
と
を
強

調
し
す
ぎ
る
き
ら
い
が
あ
る
。
そ
れ
は
ま
ず
、
妻
に
江
戸
・
日
本
の
安
全
さ
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
気
持
ち
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
プ
ラ
イ
ン
は
ジ
ェ
ニ
ー
の
来

日
を
切
望
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
へ
の

そ
こ
は
か
と
な
い
反
感
を
行
間
か
ら
感
じ
取
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

な
お
、
プ
ラ
イ
ン
は
生
麦
事
件
に
つ
い
て
も
、
一
八
六
二
年
九
月
一
八
日
（
和

暦
八
月
二
五
日
）
付
書
簡
で
妻
に
知
ら
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
記
述
は
比

較
的
簡
潔
で
、
事
件
に
関
し
て
新
し
い
情
報
は
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
本
稿
で

は
紹
介
を
省
略
す
る
。
プ
ラ
イ
ン
は
生
麦
事
件
後
も
、
第
二
次
東
禅
寺
事
件
の

際
と
同
様
、「
私
は
江
戸
で
は
と
て
も
安
全
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
警
戒
を
怠

ら
な
い
た
め
、
危
険
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
九
月
一
八
日
付
書
簡
）
と
、

み
ず
か
ら
の
安
全
を
強
調
す
る
の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
プ
ラ
イ
ン
は
、
お
も
に
横
浜
に
居
住
し
て
い
た
英
仏
の
公
使
と
は

違
っ
て
、
危
険
と
思
わ
れ
て
い
た
江
戸
に
駐
在
を
続
け
て
い
た
こ
と
に
、
一
種

の
誇
り
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
プ
ラ
イ
ン
は
次
の
よ
う
に

妻
に
書
い
て
い
る
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
私
は
再
び
江
戸
に
戻
っ
て
い
ま
す
。
数
百
万
の
人

口
を
抱
え
る
こ
の
都
市
で
、
外
国
人
の
世
帯
主
（household

） 

は
私
一

人
だ
け
で
す
。
私
は
そ
う
な
っ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
は
、
現
実
に
は
危
険
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
世
間
一
般
に
は
、
ひ
じ
ょ

う
に
大
き
な
危
険
が
あ
る
と
想
像
さ
れ
て
い
ま
す
。（
一
一
月
三
〇
日
付

書
簡
）

　

ハ
リ
ス
も
ヒ
ュ
ー
ス
ケ
ン
暗
殺
後
に
江
戸
駐
在
を
続
け
て
幕
府
か
ら
の
信
頼

を
勝
ち
取
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
プ
ラ
イ
ン
も
引
き
続
き
江
戸

に
駐
在
を
続
け
た
こ
と
は
、
政
治
外
交
面
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

横
浜
に
駐
在
す
る
よ
り
も
比
較
的
容
易
に
幕
府
担
当
者
と
交
流
が
可
能
だ
っ
た

は
ず
で
、
こ
の
こ
と
は
プ
ラ
イ
ン
や
ア
メ
リ
カ
へ
の
信
頼
を
維
持
す
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

江
戸
駐
在
を
続
け
る
理
由
に
つ
い
て
、
プ
ラ
イ
ン
に
は
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン

ス
へ
の
対
抗
心
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ
以
外
に
祖
国
の
情
勢
も
関
係
し
て

い
た
。
プ
ラ
イ
ン
は
「
祖
国
が
災
厄
と
試
練
の
時
に
あ
る
な
か
」「
不
名
誉
で

安
逸
な
港
〔
横
浜
〕
か
ら
帰
国
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
私
は
恥
じ
入
る
こ
と
に

な
る
は
ず
で
す
」
と
書
い
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
に
は
南
北
戦
争
に
よ
っ
て
、「
戦

場
で
手
足
を
奪
わ
れ
た
人
々
」
や
「
国
を
守
る
た
め
に
命
を
犠
牲
に
し
た
」
人
々

が
い
た
。
戦
争
で
混
乱
し
た
故
国
の
状
況
を
思
い
、
平
和
な
横
浜
で
暮
ら
す
こ

と
に
プ
ラ
イ
ン
は
抵
抗
を
感
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
考
え

方
に
、
安
逸
に
逃
げ
な
い
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
な
色
彩
を
感
じ
と
る
こ
と
も
可

能
だ
ろ
う
。

　

江
戸
に
留
ま
る
こ
と
を
み
ず
か
ら
に
課
し
、
そ
れ
を
誇
り
に
思
っ
て
い
た
プ

ラ
イ
ン
に
と
っ
て
、
外
国
公
使
が
「
全
員
」
江
戸
を
去
っ
た
、
と
い
う
「
誤
報
」
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は
許
し
が
た
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

せ
め
て
故
郷
で
は
私
に
つ
い
て
正
義
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
の
新
聞
は
、
す
べ
て
の
外
国
の
公
使
が
江
戸
を
去
っ
た
と
報

じ
て
い
ま
す
。
私
が
外
国
人
で
な
け
れ
ば
こ
れ
は
事
実
で
す
が
、
そ
う

で
な
け
れ
ば
卑
劣
な
中
傷
で
す
。
ど
う
か
、
故
国
の
新
聞
が
こ
の
中
傷

を
強
い
言
葉
で
正
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。（
一
一
月
三
〇
日
付
書
簡
）

　

プ
ラ
イ
ン
が
い
か
に
江
戸
駐
在
に
プ
ラ
イ
ド
を
も
っ
て
い
た
の
か
、
と
い
う

こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

麻
疹
と
コ
レ
ラ
の
流
行

　

一
八
六
二
年
は
感
染
症
の
年
で
あ
っ
た
。
幕
末
期
に
は
何
度
か
感
染
症
の
流

行
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
年
は
麻
疹
と
コ
レ
ラ
の
流
行
が
同
時
期
に
重
な
っ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
多
く
の
死
者
を
出
し
た
。（

（3
（

　

プ
ラ
イ
ン
が
感
染
症
の
流
行
を
初
め
て
記
し
た
の
は
、
八
月
六
日
（
和
暦
七

月
一
一
日
）
の
こ
と
で
あ
る
。
プ
ラ
イ
ン
は
「
江
戸
の
私
た
ち
の
使
用
人
た
ち

に
麻
疹
の
患
者
が
〔
複
数
人
〕
お
り
、
江
戸
で
は
そ
れ
が
急
速
に
蔓
延
し
て
い

ま
す
」
と
妻
に
書
き
送
っ
た
。

　

九
月
二
日
（
和
暦
八
月
九
日
）
付
書
簡
で
は
、
外
国
人
居
留
地
で
は
ほ
と
ん

ど
伝
染
病
が
流
行
っ
て
い
な
い
こ
と
、
そ
れ
に
反
し
て
江
戸
で
は
ふ
た
つ
の
感

染
症
が
流
行
し
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

実
際
、
数
日
前
に
英
国
公
使
館
の
一
人
が
言
っ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ほ
ど

健
康
な
国
は
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
〔
横
浜
〕
の
外
国
人
は

ほ
と
ん
ど
病
気
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
亡
く
な
っ
た
住
民
も
宣
教
師
の
ゴ
ー

ブ
ル
氏
（M

r. G
oble

）
の
子
供
が
真
性
コ
レ
ラ
で
亡
く
な
っ
た
以
外
、

誰
も
い
ま
せ
ん
。
江
戸
で
は
今
、
死
者
が
ひ
じ
ょ
う
に
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
当
地
の
彼
ら
〔
日
本
人
〕
は
と
て
も
不
注
意
で
す
。
日
本
人
は

熟
し
た
果
物
を
食
べ
ま
せ
ん
。
す
べ
て
〔
未
熟
な
〕
緑
の
う
ち
に
摘
ま
れ
、

麻
疹
と
真
性
コ
レ
ラ
が
彼
ら
の
間
で
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。（
九
月

二
日
付
書
簡
）

　

九
月
一
九
日
（
和
暦
八
月
二
六
日
）
付
書
簡
で
、
プ
ラ
イ
ン
は
横
浜
で
数
件

の
コ
レ
ラ
患
者
が
発
生
し
た
こ
と
を
記
し
た
（
本
手
紙
の
発
信
地
は
神
奈
川

（K
anagawa

））。
彼
が
、「
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
最
近
中
国
か
ら
〔
入
港
し
た
〕

船
舶
内
に
お
け
る
も
の
で
、
中
国
〔
で
の
流
行
〕
は
か
な
り
深
刻
で
し
た
」
と

記
す
よ
う
に
、
コ
レ
ラ
は
そ
れ
が
蔓
延
し
て
い
た
中
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
。

発
症
か
ら
死
亡
ま
で
の
ス
ピ
ー
ド
は
す
さ
ま
じ
く
、
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
リ
ン
グ
ド

ヴ
（Ringdove

）
の
艦
長
は
、
わ
ず
か
一
日
の
闘
病
で
亡
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、

プ
ラ
イ
ン
は
江
戸
に
お
け
る
感
染
症
の
流
行
を
改
め
て
次
の
よ
う
に
伝
え
た
。

江
戸
で
は
病
が
大
規
模
に
流
行
し
て
い
ま
す
。
一
ヶ
月
の
間
に
、
そ
の

住
民
の
う
ち
一
〇
万
人
が
死
亡
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
初
は

麻
疹
が
ひ
じ
ょ
う
に
流
行
し
ま
し
た
。
日
本
で
は
二
〇
年
も
の
間
、
麻

疹
が
現
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
当
然
、
大
人
た
ち
が
〔
麻
疹
に
〕

襲
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
上
、
人
々
が
大
量
の
未
熟
な
果
物
や
野
菜
を
摂

取
し
、
発
病
中
や
治
り
か
け
〔
の
時
期
に
〕
極
め
て
不
摂
生
を
お
こ
な
っ
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た
た
め
、
こ
の
病
気
に
よ
る
死
亡
率
は
恐
ろ
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

（
九
月
一
九
日
付
書
簡
）

　

プ
ラ
イ
ン
は
横
浜
で
コ
レ
ラ
の
発
症
例
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
江

戸
の
ア
メ
リ
カ
公
使
館
で
も
コ
レ
ラ
が
二
件
発
生
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

横
浜
に
い
た
プ
ラ
イ
ン
は
シ
モ
ン
ズ
医
師
が
ひ
ろ
く
販
売
し
て
い
た
調
剤
一
瓶

を
江
戸
の
通
訳
の
ポ
ー
ト
マ
ン
に
送
っ
た
。
翌
日
、「
薬
の
効
果
な
の
か
ど
う

か
は
わ
か
ら
な
い
」
が
患
者
の
症
状
は
改
善
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、「
江

戸
で
は
そ
の
薬
に
対
す
る
需
要
が
ひ
じ
ょ
う
に
高
ま
っ
た
」
の
で
あ
っ
た
。

　

横
浜
・
神
奈
川
で
の
コ
レ
ラ
の
死
者
も
増
加
し
て
い
た
。

江
戸
で
実
際
に
コ
レ
ラ
の
症
例
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
も
ち
ろ
ん
私

た
ち
に
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
こ
〔
横
浜
・
神
奈
川
〕
で
は

本
物
の
症
例
が
い
く
つ
か
現
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
寺
〔
米
領
事
館

の
本
覚
寺
か
〕
に
つ
な
が
っ
て
い
る
墓
地
で
は
、
一
日
に
一
四
も
の
葬

儀
が
行
わ
れ
る
日
も
あ
り
ま
し
た
。
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
寺
院
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
寺
ご
と
に
墓
地
が
付
属
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、〔
病
が
〕

蔓
延
し
て
い
た
と
き
の
そ
の
凄
ま
じ
い
死
亡
率
を
想
像
で
き
る
こ
と
で
し
ょ

う
。（
九
月
一
九
日
付
書
簡
）

　

な
お
、
プ
ラ
イ
ン
は
流
行
病
を
追
い
払
う
奇
妙
な
風
俗
を
目
に
し
て
お
り
、

そ
れ
を
批
判
的
な
目
で
観
察
し
て
い
る
。

こ
の
病
に
よ
る
混
乱
の
最
中
、
私
は
当
地
〔
横
浜
・
神
奈
川
〕
で
、
何

度
か
奇
妙
な
出
来
事
を
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

江
戸
で
は
む
ろ
ん
夜
間
に
は
外
出
し
な
か
っ
た
た
め
、
そ
れ
ら
を
目
撃

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
病
人
が
出
た
家
の
前
に
群
衆
が
集
ま

り
、
悪
霊
を
追
い
払
う
た
め
に
ト
ム
ト
ム
（tom toms

）〔
太
鼓
〕
を
打

ち
鳴
ら
し
、
歌
と
偽
っ
て
呼
ば
れ
て
い
る
、
聞
く
に
堪
え
な
い
騒
音
を

立
て
て
い
る
の
で
し
た
。
家
々
を
ま
わ
る
行
列
に
も
遭
遇
し
ま
し
た
が
、

や
は
り
同
じ
よ
う
な
騒
音
を
立
て
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
い
ず
れ
も

病
を
治
す
た
め
の
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
発
症
前
の
予
防
と
し
て
行

わ
れ
て
い
た
の
か
、
私
に
は
確
実
な
と
こ
ろ
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
私
は
哀
れ
な
患
者
た
ち
を
気
の
毒
に
思
い
ま
し
た
。
そ
の
治
療
法

〔
太
鼓
の
打
ち
鳴
ら
し
〕
は
病
気
そ
の
も
の
と
同
じ
く
ら
い
酷
い
も
の
で
、

健
康
な
人
で
さ
え
病
人
リ
ス
ト
に
載
せ
て
し
ま
う
〔
病
気
に
し
て
し
ま
う
〕

の
に
十
分
な
も
の
で
し
た
。（
九
月
一
九
日
付
書
簡
）

　

プ
ラ
イ
ン
は
「
し
か
し
、
最
悪
の
時
期
は
過
ぎ
去
り
、
今
後
は
普
通
の
病
気

が
蔓
延
す
る
だ
け
で
し
ょ
う
」
と
書
い
て
い
る
か
ら
、
こ
の
時
期
（
一
八
六
二

年
九
月
下
旬
）
に
は
流
行
の
峠
は
超
え
て
い
た
ら
し
い
。
文
久
二
年
の
流
行
病

の
様
相
に
つ
い
て
は
研
究
が
少
な
く
な
い
が
、（

（3
（

そ
の
実
態
を
観
察
し
た
外
国
人

の
記
録
は
貴
重
で
あ
る
。
プ
ラ
イ
ン
の
手
紙
は
幕
末
の
都
市
社
会
を
活
写
し
た

も
の
と
し
て
も
特
筆
す
べ
き
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
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五
　
軍
事
―
軍
艦
と
調
練

軍
艦
の
受
注

　

プ
ラ
イ
ン
の
在
任
期
と
重
な
る
文
久
期
、
幕
府
が
海
軍
の
拡
充
を
指
向
し
て

い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。（

（3
（

し
か
し
、
プ
ラ
イ
ン
が
幕
府
か
ら
軍
艦
の

発
注
を
受
け
、
そ
れ
を
故
郷
オ
ル
バ
ニ
ー
の
親
族
の
会
社
に
ま
わ
し
た
こ
と

は（
（4
（

、
日
本
で
は
等
閑
に
付
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

プ
ラ
イ
ン
が
幕
府
か
ら
軍
艦
の
注
文
を
受
注
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
は
、

一
八
六
二
年
八
月
二
八
日
（
文
久
二
年
八
月
四
日
）
の
書
簡
に
初
め
て
記
さ
れ

て
い
る
。

政
府
が
土
曜
日
、
私
を
招
待
し
て
老
中
た
ち
と
会
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
が
―
こ
れ
は
前
例
の
な
い
こ
と
で
す
―
、
そ
の
際
に
ア
メ
リ

カ
で
製
造
す
る
ラ
イ
フ
ル
銃
、
大
砲
、
そ
し
て
船
舶
の
注
文
を
私
に
下

す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。（
八
月
二
八
日
付
書
簡
）

　

プ
ラ
イ
ン
は
こ
の
直
後
、
幕
府
と
兵
器
お
よ
び
船
舶
の
契
約
を
結
び
、
そ
の

船
舶
建
造
の
差
配
に
つ
い
て
、
オ
ル
バ
ニ
ー
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ラ
ン
シ
ン
グ
と
、

サ
ー
ロ
ー
・
ウ
ィ
ー
ド
（Thurlow W

eed, 

一
七
九
七
～
一
八
八
二
）
に
委

託
し
た
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ラ
ン
シ
ン
グ
は
前
述
し
た
よ
う
に
プ
ラ
イ
ン
の
義
兄

で
あ
る
。

　

一
〇
月
二
〇
日
（
和
暦
閏
八
月
二
七
日
）、
プ
ラ
イ
ン
は
「
お
そ
ら
く
中
国

経
由
で
ま
ず
郵
便
に
て
二
〇
万
ド
ル
を
送
る
予
定
で
す
。
こ
れ
は
水
曜
日
に

こ
の
政
府
か
ら
支
払
わ
れ
る
予
定
の
蒸
気
ス
ル
ー
プ
軍
艦
（steam sloops of 

war

）
二
隻
と
蒸
気
砲
艦
（steam gunboat

）
一
隻
の
前
金
で
す
。
こ
の
注

文
で
数
千
ド
ル
の
利
益
が
得
ら
れ
る
で
し
ょ
う
」
と
妻
に
書
き
送
っ
た
。

　

そ
し
て
同
じ
手
紙
で
プ
ラ
イ
ン
は
ウ
ィ
ー
ド
を
指
名
し
た
理
由
も
記
し
て
い
る
。

ウ
ィ
ー
ド
氏
を
引
き
入
れ
た
理
由
は
、
私
的
・
個
人
的
な
理
由
以
外
に

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
彼
は
ス
ワ
ー
ド
長
官
や
〔
リ
ン
カ
ー
ン
〕
大

統
領
と
ひ
じ
ょ
う
に
親
密
か
つ
秘
密
裏
の
関
係
を
持
っ
て
い
ま
す
。
彼

は
膨
大
な
数
の
造
船
業
者
を
知
っ
て
お
り
、
す
べ
て
が
滞
り
な
く
公
正

に
行
わ
れ
る
よ
う
、
政
府
に
担
当
官
を
任
命
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

加
え
て
、
彼
は
手
頃
な
費
用
で
船
を
調
達
す
る
こ
と
を
援
助
す
る
こ
と

も
で
き
る
で
し
ょ
う
。
も
し
こ
こ
で
成
功
す
れ
ば
、
私
は
さ
ら
に
多
く

の
船
が
発
注
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
予
期
し
て
い
ま
す
。（
一
〇
月
二
〇

日
付
書
簡
）

　

サ
ー
ロ
ー
・
ウ
ィ
ー
ド
は
、"A

lbany Evening Journal"

を
創
刊
し
て
そ

の
経
営
・
編
集
に
携
わ
っ
た
新
聞
人
で
あ
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
ウ
ィ
ー
ド
は

ホ
イ
ッ
グ
党
・
共
和
党
の
重
鎮
政
治
家
で
、
長
年
大
統
領
の
指
名
に
大
き
な

影
響
力
を
持
ち
、
国
務
長
官
ス
ワ
ー
ド
の
政
治
顧
問
に
も
任
じ
ら
れ
て
い
た
。

プ
ラ
イ
ン
は
ウ
ィ
ー
ド
と
「
私
的
・
個
人
的
（private and personal

）
な
」

関
係
が
あ
り
、
ウ
ィ
ー
ド
の
持
つ
政
財
界
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
し
て
日
本

へ
の
軍
艦
・
兵
器
売
却
を
お
こ
な
お
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
仲

介
を
す
る
プ
ラ
イ
ン
自
身
も
莫
大
な
手
数
料
を
得
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
た
め
プ
ラ
イ
ン
は
、
軍
艦
売
買
の
利
益
を
大
き
く
す
る
こ
と
に
も
腐
心
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し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、「
チ
ャ
ー
リ
ー
に
お
伝
え
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、

も
し
現
在
船
舶
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
ス
ル
ー
プ
船
の
一
隻
を

日
本
政
府
向
け
に
急
い
で
建
造
し
、
他
の
船
は
よ
り
ゆ
っ
く
り
と
契
約
を
結
ぶ

の
が
得
策
で
し
ょ
う
」（
一
二
月
一
四
日
付
書
簡
）
な
ど
、
造
船
業
の
状
況
を

ふ
ま
え
て
契
約
を
お
こ
な
う
こ
と
を
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ラ
ン
シ
ン
グ
に
指
示
す

る
こ
と
も
あ
っ
た
。（

（4
（

軍
事
交
流
―
米
艦
見
学
と
幕
府
軍
事
演
習
の
参
観

　

プ
ラ
イ
ン
は
一
八
六
二
年
一
一
月
二
〇
日
（
木
曜
日
）（
文
久
二
年
九
月

二
九
日
）
付
の
手
紙
で
、
江
戸
で
幕
府
の
高
官
を
米
艦
に
招
い
て
艦
内
を
見
学

さ
せ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
幕
府
側
か
ら
の
招
待
を
う
け
、
幕
府
兵
の
軍
事
演
習

を
参
観
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
さ
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
る
事
実
で

は
な
い
が
、
幕
末
の
比
較
的
早
期
に
お
こ
な
わ
れ
た
日
米
間
の
軍
事
交
流
と
し

て
注
目
に
値
し
よ
う
。

　

プ
ラ
イ
ン
は
米
艦
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
（W

yoming

）
に
乗
っ
て
江
戸
に
向
か
っ

た
。
プ
ラ
イ
ン
は
こ
れ
を
「
月
曜
日
」
と
す
る
の
み
で
月
日
は
記
さ
な
い
が
、

後
述
す
る
日
本
側
史
料
な
ど
を
鑑
み
る
と
、
一
一
月
一
〇
日
（
和
暦
九
月
一
九

日
）
の
こ
と
と
推
測
で
き
る
。
翌
日
の
一
一
月
一
一
日
、
プ
ラ
イ
ン
は
老
中
た

ち
（ministers

）
を
艦
に
招
待
し
た
。
そ
し
て
一
一
月
一
二
日
、（

（4
（

「
三
番
目
の

閣
僚
」（the third M

inister

）
が
多
く
の
高
官
と
と
も
に
乗
船
し
、
そ
の
際

に
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
が
一
七
発
の
礼
砲
を
放
つ
と
、
日
本
の
軍
艦
咸
臨
丸
が
こ
れ

に
応
え
て
礼
砲
を
返
し
た
。
こ
の
閣
僚
の
名
を
プ
ラ
イ
ン
は"Enaba-Shobo 

Shoyo"

と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
若
年
寄
稲
葉
兵
部
少
輔
正
巳
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。
稲
葉
は
文
久
二
年
三
月
に
若
年
寄
に
任
じ
ら
れ
、
幕
府
の
軍
制
改
革

を
進
め
た
中
心
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
る
。「
日
本
人
た
ち
は
艦
内
の
あ
ら
ゆ
る

場
所
を
訪
れ
、
と
て
も
喜
ん
で
い
た
」
と
い
う
。

　

翌
日
（
一
一
月
一
四
日
＝
和
暦
九
月
二
三
日
）、
幕
府
の
砲
術
・
海
軍
の
主

要
な
士
官
が
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
に
乗
船
し
、
榴
弾
砲
（howitzer

）
を
使
用
し
た

舟
艇
訓
練
と
、
重
砲
の
配
置
を
視
察
し
た
。
そ
の
際
、
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
に
は
鶏

肉
・
オ
レ
ン
ジ
・
葡
萄
な
ど
が
贈
物
と
し
て
届
け
ら
れ
た
。
土
曜
日
（
一
一

月
一
六
日
）、
プ
ラ
イ
ン
は
老
中
と
の
公
式
会
談
に
、
マ
ク
ド
ゥ
ー
ガ
ル
艦
長

（Captain D
avid M

cD
ougal

）
と
六
名
の
士
官
、
神
奈
川
領
事
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

を
伴
っ
て
臨
席
し
た
。
マ
ク
ド
ゥ
ー
ガ
ル
に
は
刀
一
振
り
と
絹
織
物
二
反
が
贈

ら
れ
、
プ
ラ
イ
ン
に
は
あ
る
老
中
へ
の
贈
物
の
返
礼
と
し
て
、
酒
一
瓶
、
果
物
、

ペ
ー
ス
ト
状
の
菓
子
一
箱
が
贈
ら
れ
た
。
ち
な
み
に
、
マ
ク
ド
ゥ
ー
ガ
ル
は
万

延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
咸
臨
丸
が
渡
米
し
た
際
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
そ

の
修
理
に
尽
力
し
た
人
物
で
あ
る
。
今
回
は
南
北
戦
争
下
、
南
軍
を
牽
制
す
る

た
め
北
軍
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
の
艦
長
と
し
て
極
東
に
派
遣
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
次
の
月
曜
日
（
一
一
月
一
七
日
＝
文
久
二
年
九
月
二
六
日
）、
プ
ラ
イ

ン
は
幕
府
の
軍
事
演
習
に
招
か
れ
る
。
プ
ラ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
武
器
を

見
た
り
、
訓
練
を
見
学
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
外
国
人
は
こ
れ
ま
で
い
な
か
っ

た
と
い
う
。
プ
ラ
イ
ン
は
、
マ
ク
ド
ゥ
ー
ガ
ル
艦
長
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
、
バ
ー

テ
ィ
ー
、
キ
ッ
プ
、
そ
し
て
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
の
士
官
四
名
と
と
も
に
、「
砲
術

訓
練
場
（artillery ground

）」
へ
向
か
っ
た
。
そ
こ
は
、「
広
い
野
原
で
、

高
台
を
越
え
た
先
、
入
り
江
に
面
し
た
場
所
」
に
位
置
し
て
い
た
。
こ
れ
は
後

述
す
る
よ
う
に
越
中
島
の
幕
府
の
調
練
場
で
あ
る
。
プ
ラ
イ
ン
は
そ
の
敷
地
の

広
さ
を
二
〇
〇
エ
ー
カ
ー
と
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
三
〇
〇
エ
ー
カ
ー
と
観
察
し
た
。

　

現
地
に
到
着
す
る
と
、
プ
ラ
イ
ン
一
行
は
若
年
寄
（the third M

inister

）
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の
稲
葉
正
巳
を
筆
頭
に
、
海
軍
お
よ
び
砲
兵
隊
の
長
官
、
提
督
、
そ
し
て

一
〇
〇
名
近
い
大
身
の
武
士
、
奉
行
、
高
級
将
校
た
ち
に
出
迎
え
ら
れ
た
。

そ
し
て
軍
隊
が
登
場
し
た
。
歩
兵
一
個
連
隊
（a regiment of infantry

）、

散
兵
一
個
中
隊
（a company of skirmishers

）、
お
よ
び
六
門
の
ボ
ス
砲

（Boss guns

）
を
備
え
た
一
〇
〇
名
の
砲
兵
隊
で
あ
る
。

ま
ず
散
兵
（skirmishers
）
と
し
て
射
撃
訓
練
が
行
わ
れ
、
つ
い
で
野

戦
砲
兵
部
隊
（field battery
）
が
標
的
に
向
か
っ
て
実
弾
を
、
続
い
て

榴
弾
を
撃
ち
込
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
単
発
お
よ
び
小
隊
（sections

）

単
位
、
そ
し
て
砲
兵
隊
全
体
で
の
空
砲
射
撃
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て

中
隊
（company

）
運
動
と
中
隊
ご
と
の
射
撃
訓
練
が
行
わ
れ
、
そ
の
後

は
分
隊
（division

）
ご
と
、
最
後
に
は
連
隊
（regiment

）
全
体
で
の

射
撃
へ
と
移
り
ま
し
た
。
彼
ら
の
教
練
は
太
鼓
（drum
）
の
合
図
に
合

わ
せ
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
行
進
、
射
撃
、
そ
し
て
す
べ
て
の

動
き
は
見
事
な
も
の
で
し
た
。
事
実
、
マ
ク
ド
ゥ
ー
ガ
ル
艦
長
も
、
ま

た
ブ
エ
ナ
・
ビ
ス
タ
（Buena V
ista

）
の
戦
い
〔
一
八
四
七
年
に
発
生

し
た
米
墨
戦
争
の
戦
闘
の
ひ
と
つ
〕
に
従
軍
し
た
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
大
佐
も
、

〔
こ
れ
ほ
ど
見
事
な
も
の
は
〕
見
た
こ
と
が
な
い
と
言
っ
た
ほ
ど
で
す
。

（
一
一
月
二
〇
日
付
書
簡
）

　

そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
側
が
贈
っ
た
施
条
一
二
ポ
ン
ド
砲
（rifled 　

 
pounders

）
と
滑
腔
砲
を
用
い
た
標
的
へ
の
射
撃
訓
練
を
見
学
し
、
ワ
イ
オ

ミ
ン
グ
の
士
官
も
射
撃
を
お
こ
な
っ
た
。
現
場
に
は
ア
メ
リ
カ
の
贈
物
（
兵
器
）

が
展
示
さ
れ
、
日
本
軍
に
よ
っ
て
製
造
さ
れ
た
施
条
一
二
ポ
ン
ド
砲
も
あ
っ
た
。

施
条
砲
に
使
用
さ
れ
た
弾
丸
も
日
本
製
だ
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
軍
事
演
習
の
見
学
に
つ
い
て
、
プ
ラ
イ
ン
は
「
前
例
の
な
い
恩
恵
」
と

と
ら
え
、「
他
の
国
籍
の
人
が
同
じ
よ
う
な
機
会
を
得
る
に
は
、
多
く
の
年
月

が
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
、
他
国
に
先
ん
じ
て
幕
府
の
優
遇
を
受
け
た
こ

と
を
誇
っ
た
の
で
あ
る
。

　

幕
府
は
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
の
い
わ
ゆ
る
文
久
の
改
革
に
お
い
て
、
政

事
総
裁
職
松
平
春
嶽
の
も
と
、
陸
軍
・
海
軍
の
抜
本
的
な
改
革
に
着
手
す
る
。

陸
軍
は
西
洋
式
軍
隊
に
も
と
づ
い
た
三
兵
（
歩
・
騎
・
砲
兵
）
陸
軍
の
編
成
が

図
ら
れ
、
ま
た
、
閏
八
月
二
〇
日
に
は
江
戸
城
で
全
国
的
な
海
軍
の
創
設
に
関

す
る
評
議
も
お
こ
な
わ
れ
た
。
プ
ラ
イ
ン
の
軍
事
演
習
見
学
の
背
景
に
は
、
折

り
し
も
軍
事
改
革
を
進
め
よ
う
と
す
る
幕
府
の
動
向
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
幕
府
の
軍
事
演
習
の
見
学
に
つ
い
て
も
、
プ
ラ
イ
ン
は
そ
の
曜

日
を
「
月
曜
日
」
と
す
る
の
み
で
日
時
を
記
さ
な
い
が
、
次
に
掲
げ
る
軍
艦
奉

行
木
村
喜
毅
の
日
記
の
記
載
か
ら
、
一
一
月
一
七
日
（
和
暦
九
月
二
六
日
）
の

こ
と
と
確
定
で
き
る
。

　

九
月
廿
六
日　

月　

晴
新
霜
寒

第
八
時
出
局
、
麟
太
郎
待
合
同
道
、
陸
通
越
中
嶋
へ
相
越
、
外
国
奉
行
御
目
付

等
一
同
扣
所
へ
相
揃
、
兵
部
少
殿
も
無
程
御
越

一
亜
船
将　

マ
ア
イ
メ
ン
号　

マ
ツ
キ
ツ
ガ
ル
并
ミ
ニ
ス
ト
ル
其
外
士
官
等
相

越
面
会
い
た
し
候
、
夫
ゟ
調
練
相
始
、
大
炮
手
続
其
外
伝
習
有
之
、
亜
人
并
一

同
へ
玉
子
甘
蔗
カ
ス
テ
ラ
等
被
下
候
〔
以
下
略
〕（

（4
（

12
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別
離
の
一
年

　

一
八
六
二
年
一
二
月
三
〇
日
（
文
久
二
年
一
一
月
一
〇
日
）、
プ
ラ
イ
ン
は

江
戸
の
ア
メ
リ
カ
公
使
館
で
妻
に
手
紙
を
書
い
た
が
、
そ
の
呼
び
か
け
は
、

"M
y Precious wife"

と
ふ
だ
ん
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

一
年
前
の
今
日
、
私
は
オ
ル
バ
ニ
ー
を
離
れ
、
世
界
を
ま
た
に
か
け
た

旅
に
出
発
し
ま
し
た
。
遠
い
昔
の
こ
と
の
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
ま
る

で
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。〔
中
略
〕
こ
の
一
年
、
時
は
遅
々

と
、
と
き
に
は
苦
痛
を
感
じ
る
ほ
ど
長
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

よ
う
に
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
結
局
の
と
こ
ろ
短
い
期
間
で
し
た
。

　

ジ
ェ
ニ
ー
と
離
れ
て
異
国
に
暮
ら
す
プ
ラ
イ
ン
に
と
っ
て
、
妻
と
会
え
な
い

一
八
六
二
年
は
つ
ら
い
一
年
と
な
っ
た
。
本
稿
で
は
さ
ほ
ど
訳
出
し
て
い
な
い

が
、
プ
ラ
イ
ン
は
妻
に
会
え
な
い
寂
し
さ
を
書
簡
に
何
度
も
記
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
ジ
ェ
ニ
ー
と
チ
ャ
ー
リ
ー
、
ス
ー
、
そ
し
て
親
族
た
ち
へ
、
明
く
る
年

が
よ
い
年
に
な
る
よ
う
祈
っ
た
。
そ
し
て
、「
神
の
限
り
な
い
愛
に
よ
っ
て
、

私
た
ち
が
皆
健
康
と
幸
福
の
う
ち
に
再
会
す
る
こ
と
」
を
願
っ
た
の
で
あ
る
。

（
謝
辞
）

プ
ラ
イ
ン
文
書
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
オ
ル
バ
ニ
ー
歴
史
文
化
研
究
所
学

芸
員
（Curator of History

）
のW

. D
ouglas M

cCombs

氏
、D

irector 
of Education

のErika Sanger

氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
（
肩
書
は
当

時
）。
こ
こ
に
謝
意
を
表
し
た
い
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
オ
ル
バ
ニ
ー

校
（U

niversity at A
lbany, State U

niversity of N
ew Y

ork

）
教
授
の

Susanna Fessler

氏
か
ら
は
、
プ
ラ
イ
ン
関
係
の
ご
論
考
を
い
た
だ
い
た
。

謝
意
を
表
し
た
い
。

註（
1
）
本
史
料
群
を
利
用
し
て
、
筆
者
は
先
に
挙
げ
た
二
文
献
の
ほ
か
、
𠮷
﨑
雅
規

「
幕
末
の
横
浜
を
撮
っ
た
外
国
人
写
真
家
た
ち
―
ロ
シ
エ
・
ベ
ア
ト
・
ウ
ィ
ー
ド
」

（『
特
別
展 Colorful JA

PA
N

―
幕
末
・
明
治
手
彩
色
写
真
の
旅
』
神
戸
市
立
博

物
館
、N

HK

神
戸
放
送
局
、N

HK

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
近
畿
、
毎
日
新
聞
社
、

二
〇
二
四
年
）、
同
「
幕
末
期
に
お
け
る
外
国
人
の
遊
び
・
娯
楽
―
駐
日
ア
メ
リ

カ
公
使
プ
ラ
イ
ン
の
手
紙
か
ら
―
」（『
日
本
歴
史
』
第
九
〇
八
号
、
二
〇
二
四
年
）

を
執
筆
し
て
い
る
。

（
2
）
筆
者
は
前
掲
「
オ
ル
バ
ニ
ー
歴
史
文
化
研
究
所
蔵
駐
日
米
公
使
プ
ラ
イ
ン
文

書
の
日
本
関
係
資
料
」
で
そ
の
略
歴
と
資
料
に
つ
い
て
解
説
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、

本
稿
の
以
下
の
「
は
じ
め
に
」
は
そ
れ
と
重
複
す
る
部
分
が
あ
る
。
資
料
群
の
情

報
は
二
〇
〇
九
年
の
調
査
時
の
も
の
で
あ
る
。

（
3
）
以
下
プ
ラ
イ
ン
の
来
日
前
・
帰
国
後
の
履
歴
に
つ
い
て
はJohn V

. L. 
Pruyn. Jr., "A

 short Biographical Sketch of Hon. Robert H. Pruyn, 
LL.D

., : Late U
nited States M

inister to Japan"

（
オ
ル
バ
ニ
ー
歴
史

文
化
研
究
所
蔵
の
小
冊
子
）
に
よ
っ
た
。
こ
の
論
考
はJohn V

. L. Pruyn. 
Jr., "P

ruyn Fam
illy, A

m
erican B

ranch." (New York Genealogical And 
Biographical Record V

ol.15-3 ,1884)

の
う
ち
、
ロ
バ
ー
ト
・
Ｈ
・
プ
ラ
イ

ン
に
関
す
る
部
分
を
抜
粋
・
再
印
刷
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
4
）Edwin B. Lee "Robert H. Pruyn in Japan, 1862-1865"

（New 
    York History 66-N

o.2, 1985

）

（
5
）The Albany Directory for the year 1862 (A

dams Sampson &
 

    Co.,1862) p.230. A
lbany Public Library

蔵

（
6
）
川
崎
晴
朗
『
幕
末
の
駐
日
外
交
官
・
領
事
官
』（
雄
松
堂
出
版
、
一
九
八
八
年
）
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七
〇
頁

（
7
）Lee, op. cit. 

な
ら
び
にJack L. Hammersmith, Spoilsmen in a 

    "Flowery Fairyland": The Development of the U.S. Legation in Japan, 
    1859-1906 (The K

ent State U
niversity Press. 1998) p.26.

（
8
）
石
井
孝
『
増
訂
明
治
維
新
の
国
際
的
環
境
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
）

一
三
九
頁

（
9
）
前
同
書
、
一
五
九
頁

（
10
）
石
井
孝
が
前
同
書
で
プ
ラ
イ
ン
の
外
交
交
渉
に
つ
い
て
肯
定
的
に
評
価
す
る

ほ
か
、
本
橋
正
「
公
使
プ
リ
ュ
イ
ン
在
任
期
の
米
国
の
対
日
政
策
」（『
学
習
院
大

学
法
学
部
研
究
年
報
』
八
、一
九
七
三
年
）
は
プ
ラ
イ
ン
の
対
日
政
策
が
基
本
的

に
「
友
好
的
」
で
あ
り
、「
誤
り
を
犯
す
こ
と
が
少
な
か
っ
た
」
と
論
じ
る
。
ま
た
、

小
澤
悦
夫
「
リ
ン
カ
ー
ン
大
統
領
と
日
本
」（『
文
化
論
集
』（
早
稲
田
商
学
同
攻
會
）

二
四
、二
〇
〇
四
年
）
も
プ
ラ
イ
ン
の
外
交
を
評
価
す
る
。

（
11
）
こ
の
文
書
群
の
概
要
は"A

 G
uide to the Pruyn Family Papers 1679-

1978" (A
lbany Institute of History and A

rt, 2007)

を
参
照
の
こ
と
。

（
12
）
二
〇
〇
九
年
の
調
査
時
。
な
お
、
書
簡
以
外
の
史
料
群
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
オ

ル
バ
ニ
ー
歴
史
文
化
研
究
所
蔵
駐
日
米
公
使
プ
ラ
イ
ン
文
書
の
日
本
関
係
資
料
」

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
13
）"G

eneral Records of the D
epartment of State"(

米
国
国
務
省
文
書, 

R.G
.59)

中
の"D

iplomatic D
espatches: Japan"(

駐
日
公
使
か
ら
国
務
省
宛

報
告, N

.A
.M

.133)

。
ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館
（N

ational A
rchives and 

Records A
dministration

）
蔵
。
横
浜
開
港
資
料
館
で
も
複
製
本
で
の
閲
覧
が

可
能
で
あ
る
。

（
14
）Lee, op. cit., Hammersmith, op. cit. 

な
ど
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。

（
15
）D
espatches from U

.S. M
inister to Japan. N

o.18 M
ay.5, 1862. 

    G
eneral Records of the D

epartment of State

（R.G
.59)

の
内
、

    D
iplomatic D

espatches:Japan

（N
.A

.M
.133).　

ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館

（N
ational A

rchives and Records A
dministration

）
蔵
。
横
浜
開
港
資
料

館
架
蔵
の
複
製
本
（Ca4-01.4-15

）
を
利
用
。

（
16
）Ibid.

（
17
）
佐
野
真
由
子
『
幕
末
外
交
儀
礼
の
研
究
―
欧
米
外
交
官
た
ち
の
将
軍
拝
謁
―
』

（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
六
年
）

（
18
）
前
同
書
、
二
四
七
・
二
四
八
頁

（
19
）
公
使
館
と
し
て
の
善
福
寺
に
つ
い
て
は
、
港
区
立
港
郷
土
資
料
館
編
『
江
戸

の
外
国
公
使
館
』（
港
区
立
港
郷
土
資
料
館
、
二
〇
〇
五
年
）、
𠮷
﨑
雅
規
『
幕
末

江
戸
と
外
国
人
』（
同
成
社
、
二
〇
二
〇
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
20
）
𠮷
﨑
雅
規
「『
江
戸
の
外
国
公
使
館
』
資
料
解
説
」（『
研
究
紀
要
』〈
港
区
立

港
郷
土
資
料
館
〉
九
、二
〇
〇
七
年
）

（
21
）
ア
メ
リ
カ
人
写
真
家
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
ィ
ー
ド
が
一
八
六
七
年
に
撮
影
し
た

例
が
あ
る
。「
善
福
寺
の
庭
」（「
イ
ギ
リ
ス
横
浜
駐
屯
軍
士
官
幕
末
写
真
帳
」
横

浜
開
港
資
料
館
蔵
）。
横
浜
開
港
資
料
館
編
『
幻
の
写
真
家
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
ィ
ー

ド
』（
公
益
財
団
法
人
横
浜
市
ふ
る
さ
と
歴
史
財
団
、
二
〇
二
三
年
）
六
六
頁

（
22
）
外
国
公
館
の
警
備
に
つ
い
て
は
、
前
掲
𠮷
﨑
雅
規
『
幕
末
江
戸
と
外
国
人
』、

同
「
幕
末
江
戸
の
外
国
公
館
」（
港
区
立
港
郷
土
資
料
館
編
『
江
戸
の
外
国
公
使
館
』

港
区
立
港
郷
土
資
料
館
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
23
）
御
殿
山
公
使
館
の
選
定
経
緯
に
つ
い
て
は
、
𠮷
﨑
雅
規
「
御
殿
山
外
国
公
使

館
の
選
定
経
緯
に
つ
い
て
」（『
品
川
歴
史
館
紀
要
』
第
二
四
号
、
二
〇
〇
九
年
）

を
参
照
の
こ
と
。

（
24
）
御
殿
山
の
ア
メ
リ
カ
公
使
館
の
計
画
図
面
（
日
本
側
作
成
）
に
つ
い
て
は
、

港
区
立
港
郷
土
資
料
館
編
『
江
戸
の
外
国
公
使
館
』
九
一
頁
に
画
像
の
紹
介
が
あ
る
。

（
25
）
肥
田
喜
左
衛
門
『
下
田
の
歴
史
と
史
跡
』（
豆
州
下
田
郷
土
資
料
館
、

一
九
八
五
年
）
九
四
～
九
五
頁

（
26
）
斎
藤
多
喜
夫
『
幕
末
・
明
治
の
横
浜
―
西
洋
文
化
事
始
め
』（
明
石
書
店
、

二
〇
一
七
年
）
一
七
二
頁

（
27
）
立
石
斧
次
郎
の
ア
メ
リ
カ
で
の
人
気
ぶ
り
に
つ
い
て
は
、
金
井
圓
『
ト
ミ
ー

と
い
う
名
の
日
本
人
』（
文
一
総
合
出
版
、
一
九
七
九
年
）
が
叙
述
す
る
。
ま
た
、

ト
ミ
ー
が
ア
メ
リ
カ
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
ナ
タ
リ
ア
・
ド
ー
ア
ン
氏
の

近
刊
で
論
じ
ら
れ
る
予
定
と
い
う
。N

atalia D
oan, Civil W

ar Samurai: The 
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1860 Japanese Em
bassy and Tateishi Onojiro in Antebellum Am

erica 
(Leiden U

niversity Press, 2026)
（
28
）"D

istance lends enchantment to the view"

（
遠
く
か
ら
離
れ
て
み
る
と
、

実
際
以
上
に
よ
く
見
え
る
）
と
い
う
格
言
を
プ
ラ
イ
ン
が
逆
に
使
用
し
た
も
の

（distance does not lend enchantment to the scene

）。
妻
ジ
ェ
ニ
ー
は
ア

メ
リ
カ
で
悪
評
も
あ
っ
た
ト
ミ
ー
が
プ
ラ
イ
ン
と
同
居
し
て
い
る
こ
と
を
心
配
し

て
い
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
不
安
を
打
ち
消
す
た
め
に
プ
ラ
イ
ン
が
彼
の
良
い
面
を

強
調
し
た
の
で
あ
る
。

（
29
）
原
資
料
は
プ
ラ
イ
ン
文
書
中
のB11-F10

に
含
ま
れ
る
。
そ
の
翻
刻
は
𠮷
﨑

雅
規
「
オ
ル
バ
ニ
ー
歴
史
文
化
研
究
所
蔵
駐
日
米
公
使
プ
ラ
イ
ン
文
書
の
日
本
関

係
資
料
」
一
〇
七
～
一
〇
八
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
30
）
ヘ
ボ
ン
と
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
に
つ
い
て
は
、
横
浜
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
史
研

究
会
編
『
横
浜
開
港
と
宣
教
師
た
ち
』（
有
隣
堂
、
二
〇
〇
九
年
）、
岡
部
一
興
『
ヘ

ボ
ン
伝
』（
有
隣
堂
、
二
〇
二
三
年
）
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

（
31
）
中
武
香
奈
美
「
幕
末
維
新
期
の
横
浜
英
仏
駐
屯
軍
の
実
態
と
そ
の
影
響
―
イ

ギ
リ
ス
軍
を
中
心
に
―
」（『
横
浜
開
港
資
料
館
紀
要
』
第
一
二
号
、
一
九
九
四
年
）

二
二
頁

（
32
）F

rancis H
all, F

. G
. N

otehelfer ed., Japan Through Am
erican 

Eyes: The Journal of Francis Hall Kanagawa and Yokoham
a 1859-1866 

(W
estview Press, 2001) p301.

（
33
）
櫻
井
文
子
「
江
の
島
土
産
の
ホ
ッ
ス
ガ
イ
―
19
世
紀
中
頃
の
海
洋
生
物

研
究
と
標
本
の
採
取
・
加
工
・
流
通
」（『
専
修
大
学
人
文
科
学
研
究
所
月
報
』

三
二
五
、二
〇
二
三
年
）

（
34
）
斎
藤
多
喜
夫
『
幕
末
・
明
治
の
横
浜
』
一
八
三
～
一
八
五
頁

（
35
）
松
本
市
編
『
松
本
市
史　

第
二
巻
歴
史
編
Ⅱ
近
世
』（
松
本
市
、
一
九
九
五
年
）

八
二
九
頁

（
36
）
𠮷
﨑
雅
規
『
幕
末
江
戸
と
外
国
人
』
一
一
八
～
一
一
九
頁

（
37
）
こ
の
年
の
横
浜
の
感
染
症
の
様
相
に
つ
い
て
は
、
𠮷
﨑
雅
規
「
幕
末
の
感
染

症
と
横
浜
―
文
久
二
年
の
麻
疹
・
コ
レ
ラ
」（『
開
港
の
ひ
ろ
ば
』
第
一
四
八
号
、

二
〇
二
〇
年
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
38
）
た
と
え
ば
鈴
木
則
子
『
江
戸
の
流
行
り
病
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
）

な
ど
。

（
39
）
当
該
時
期
の
幕
府
海
軍
の
展
開
過
程
に
つ
い
て
は
、
神
谷
大
介
『
幕
末
期
軍

事
技
術
の
基
盤
形
成
―
砲
術
・
海
軍
・
地
域
―
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
一
三
年
）、

同
『
幕
末
の
海
軍
―
―
明
治
維
新
へ
の
航
跡
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
）

が
く
わ
し
い
。

（
40
）
古
く
は
、Lee, op. cit.

が
こ
の
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、
近
年
で
は
、
次

の
論
文
が
こ
の
点
を
く
わ
し
く
検
討
す
る
。Susanna Fessler, "G

unboat 
D

iplom
acy of a D

ifferent K
ind: R

obert H
. P

ruyn and Japan's 
P

urchase of U
.S. W

arships, 1862-1865" (Journal of Am
erican-East 

Asian Relations 27, 2020) 

（
41
）
プ
ラ
イ
ン
文
書
の
な
か
に
は
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ラ
ン
シ
ン
グ
と
サ
ー
ロ
ー
・

ウ
ィ
ー
ド
宛
の
プ
ラ
イ
ン
書
簡
（B4-F2

）
が
あ
り
、
ま
た
、
ふ
た
り
か
ら
受

信
し
た
書
簡
も
残
さ
れ
て
い
る
（B3-F8

・B4-F1

）。
た
と
え
ば
一
八
六
二
年

一
〇
月
二
一
日
付
の
プ
ラ
イ
ン
発
信
書
簡
で
は
、
外
国
掛
老
中
と
会
見
し
た
結
果
、

日
本
側
が
軍
艦
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
要
望
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
点

を
伝
え
て
い
る
（B4-F2

）。
𠮷
﨑
雅
規
「
オ
ル
バ
ニ
ー
歴
史
文
化
研
究
所
蔵
駐

日
米
公
使
プ
ラ
イ
ン
文
書
の
日
本
関
係
資
料
」

（
42
）
プ
ラ
イ
ン
は
こ
れ
を
「
木
曜
日
」
と
す
る
が
、
木
曜
は
一
八
六
二
年
一
一
月

一
三
日
（
文
久
二
年
九
月
二
二
日
）
に
あ
た
る
。
た
だ
し
、
軍
艦
奉
行
木
村
喜
毅

の
日
記
に
よ
る
と
、
和
暦
九
月
二
一
日
に
若
年
寄
稲
葉
正
巳
が
ア
メ
リ
カ
軍
艦
「
マ

ヤ
メ
ン
」
を
訪
れ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
訪
問
は
そ
の
西
暦
に
あ
た

る
一
一
月
一
二
日
の
こ
と
と
考
え
た
い
。
慶
応
義
塾
図
書
館
編
『
木
村
摂
津
守
喜

毅
日
記
』（
塙
書
房
、
一
九
七
七
年
）
九
四
頁

（
43
）『
木
村
摂
津
守
喜
毅
日
記
』
九
四
頁
。
な
お
、「
外
国
人
外
出
一
件
」『
旧
幕

府
引
継
書
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
・
請
求
記
号
八
〇
八
・
二
七
）
文
久
二
年
九
月

二
五
日
（
項
）
に
も
、「
明
廿
六
日
深
川
越
中
島
調
練
場
江
亜
国
ミ
ン
ス
ト
ル
等

罷
越
」
と
あ
り
、
九
月
二
六
日
、
越
中
島
の
調
練
場
に
プ
ラ
イ
ン
が
赴
く
予
定
が

あ
っ
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
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